
ワ
ー
ル
ド
新
聞
と
日
清
戦
争
報
道

｜
｜
「
旅
順
虐
殺
事
件
の
一
考
察
」
補
遣
っ
己
｜
｜

大

谷

正

は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、

一
九
世
紀
の
末
か
ら
二

O
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
合
衆
国
を
代
表
す
る
新
聞
の
一
つ
で
あ
っ
た
、

ワ
ー
ル
ド
新

閣
の
日
清
戦
争
に
関
す
る
報
道
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
以
前
に
『
専
修
法
学
論
集
』
に
掲
載
し
た
二
つ
の
論
文
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
に
際
し
て
日
本
政
府
は
陸
奥
宗
光
外
相
を

中
心
と
し
て
欧
米
列
強
に
対
す
る
広
報
外
交
を
試
み
た
こ
と
、
そ
れ
は
後
の
日
露
戦
争
時
に
桂
太
郎
内
閣
が
金
子
堅
太
郎
と
末
松
謙

澄
を
欧
米
に
派
遣
し
て
行
っ
た
そ
れ
と
比
較
す
る
と
初
歩
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
条
約
改
正
交
渉
を
課
題
と
し
て
い
た
小

国
日
本
に
は
そ
れ
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
陸
奥
達
が
考
え
で
い
た
こ
と
、
を
指
摘
し
た
。
現
在
の
広
報
外
交
は
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
の
発
達
に
よ
っ
て
、
多
様
な
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
当
時
の
広
報
手
段
は
当
該
国
の
有
力
者
に
個
別
に
働
き
か
け
る
か
、
せ

い
ぜ
い
講
演
会
あ
る
い
は
新
聞
・
雑
誌
を
通
じ
て
訴
え
る
程
度
の
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
こ
の
時
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
王
者
で
あ
っ
た
新
聞
は
重
要
視
さ
れ
、
こ
れ
は
外
務
省
が
広
報
外
交
を
『
（
外
国
）
新
聞
操
縦
』
と
称
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
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か
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る
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と
こ
ろ
で
、
従
来
の
日
清
戦
争
史
研
究
に
お
い
て
も
新
聞
報
道
は
、
国
内
紙
・
外
国
紙
を
問
わ
ず
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
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る
た
め
の
史
料
と
し
て
多
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
新
聞
報
道
を
日
本
の
戦
争
政
策
・
列
強
の
極
東
政
策
に
影
響
を
与

え
う
る
も
の
、
ま
た
日
本
政
府
が
自
国
の
戦
争
政
策
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
働
き
か
け
る
対
象
、
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
近
年
ま

で
稀
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
時
に
お
け
る
広
報
外
交
を
学
問
的
レ
ベ
ル
で
初
め
て
問
題
に
し
、
日
露
戦
争
を
例
と
し
て
二
つ
の
労
作
を

著
し
た
の
は
松
村
正
義
氏
で
あ
っ
た
。
氏
の
新
た
な
研
究
視
角
の
提
示
と
多
く
の
史
料
を
駆
使
し
た
実
証
作
業
は
研
究
史
上
で
画
期

的
な
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
筆
者
は
信
じ
る
。

だ
が
、
氏
の
仕
事
に
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
日
本
政
府
の
広

報
外
交
は
、
日
清
戦
争
の
時
代
に
は
ま
だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
日
露
戦
争
に
始
ま
る
、
と
松
村
氏
は
主
張
す
る
が
、
筆
者
は
前
稿
に

お
い
て
こ
の
試
み
が
少
な
く
と
も
日
清
戦
争
に
ま
で
遡
り
、
さ
ら
に
外
交
担
当
者
の
意
図
と
し
て
は
明
治
初
期
ま
で
遡
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
た
だ
し
、
い
つ
を
始
ま
り
と
す
る
の
か
を
決
定
す
る
要
素
は
広
報
外
交
の
定
義
に
よ
る
所
が
多
い
が
、
氏
は
こ
れ
を
自
明

ま
た
、
広
報
外
交
の
目
的
に
関
し
て
は
、
氏
は
黄
禍
論
（
「
恐
黄
熱
」
）

防
止
を
主
要
目
的
と
す
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
日
露
戦
争
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
か
ら
で
、
も
し
日
清
戦
争
時
の
そ
れ
を

の
こ
と
と
し
て
、
積
極
的
定
義
を
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
〉
。

問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
条
約
改
正
問
題
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
不
平
等
条
約
の
背
後
に
存
在
す
る
異
な
っ
た
世

界
、
異
な
っ
た
文
明
の
交
流
と
摩
擦
の
問
題
に
も
言
及
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
松
村
氏
の
叙
述
方
法
は
、
日

本
側
の
働
き
か
け
が
、
欧
米
の
政
治
家
・
有
力
者
個
人
、
あ
る
い
は
世
論
の
対
日
認
識
に
如
何
な
る
変
化
を
与
え
た
か
〈
ま
た
は
与

え
な
か
っ
た
か
〉
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
広
報
外
交
の
効
果
を
云
々
す
る
な
ら
ば
、

一
歩
踏
み
込
ん
で

当
時
の
欧
米
の
対
日
認
識
そ
の
も
の
の
論
理
構
造
や
成
立
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
戦
争
の
過
程
で
如
何
に
変
化
し

て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
政
府
の
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。



以
上
で
指
摘
し
た
問
題
点
は
、
「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」
で
あ
り
、
筆
者
自
身
も
今
す
ぐ
に
で
き
る
訳
で
は
な
く
、

白本
稿

も
将
来
上
記
の
課
題
を
果
た
す
た
め
の
準
備
作
業
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
標
題
を
「
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
日
清
戦
争

同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
日
清
戦
争
関
連
報
道
を
単
に
史
料
と

報
道
」
と
せ
ず
、
「
ワ
ー
ル
ド
新
聞
と
日
清
戦
争
報
道
」
と
し
た
の
は
、

し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
な
y
＼
同
紙
が
特
定
の
観
点
か
ら
日
清
戦
争
報
道
を
お
こ
な
っ
た
理
由
、
そ
れ
の
合
衆
国
の
世

論
・
政
治
へ
の
影
響
、
日
本
側
の
働
き
掛
け
、
戦
争
の
進
行
に
伴
う
同
紙
論
調
の
変
化
な
ど
を
、

一
種
の
相
互
作
用
と
し
て
考
え
る

立
場
に
立
と
う
と
す
る
、
筆
者
の
研
究
姿
勢
を
一
不
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
論
を
起
己
す
に
は
、
本
稿
が
合
衆
国
の
数
あ
る
新
聞
の
中
か
ら
ワ
ー
ル
ド
新
聞
を
選
ん
で
、
そ
の
日
清
戦
争
報
道
を

・
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、

ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
日
清
戦
争
報
道
が
有
名
で

（
特
に
旅
順
虐
殺
事
件
に
関
し
て
て
日
清
戦
争
の
研
究
書
・
論
文
に
必
ず
と
言
う
て
い
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
物

に
当
た
っ
て
、
同
紙
の
戦
争
の
全
過
程
を
通
じ
て
の
報
道
を
確
認
し
た
作
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
図
書

ワールド新聞と日清戦争報道

館
で
一
九
世
紀
末
の
合
衆
国
の
新
聞
を
所
蔵
し
て
い
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
よ
う
に
現
在
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
有
力
紙
（
多
く
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
限
ら
れ
、
ワ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
当
時
最
高
の
部
数
を
誇
り
、
影
響
力
も
大
き
か
っ

（

4）
 

た
新
聞
で
も
、
途
中
廃
刊
・
買
収
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
も
の
は
所
蔵
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
誰

で
も
分
か
る
こ
と
だ
が
、
ワ
ー
ル
ド
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
無
く
て
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
史
・
社
会
史
の
研
究
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
イ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
が
無
け
れ
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
排
日
問
題
は
明
ら
か
に
で
き
な
い

は
ず
で
あ
る
の
に
。
従
っ
て
我
々
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
や
防
衛
研
修
所
戦
史
部
図
書
館
所
蔵
の
史
料
フ
ァ
イ
ル
に
添
付
さ
れ
て

い
る
外
国
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
を
見
て
、
そ
の
報
道
の
全
体
像
を
想
像
す
る
し
か
手
段
が
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
の
、
そ
し
て
さ

ら
に
重
要
な
理
由
は
、
同
紙
の
日
清
戦
争
報
道
が
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
較
べ
て
、
報
道
量
で
圧
倒
的
に
多
く
、
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か
っ
そ
の
内
容
も
面
白
い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
そ
う
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
第
二
章
で
説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
現
在
の
日
本
で
は
日
清
戦
争
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
以
外
の
、
合
衆
国
新

聞
の
報
道
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
著
作
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
明
治
時
代
の
軍
の
公
刊
戦
史
、
民
間
人
に
よ
る

戦
史
、
日
清
戦
史
に
関
す
る
法
律
・
外
交
史
分
野
の
研
究
書
な
ど
を
見
る
ほ
う
が
面
白
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
合
衆
国
の
文
献
も
調

べ
る
必
要
が
あ
る
が
、
次
の
文
献
を
見
付
け
た
の
み
で
あ
っ
た
。
専
門
家
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。
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き
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た
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ダ
ウ
ア
l
氏
は
、
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一
九
七
一
年



に
マ
サ
チ

L
l
セ
Y

ツ
大
学
で

P
H
D
の
学
位
を
得
て
お
り
、
文
献
の
②
と
③
は
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
旅
順

虐
殺
事
件
を
煽
情
的
に
報
道
し
た
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
や
り
口
を
紹
介
し
、
そ
れ
は
米
菌
戦
争
時
の
ペ
巴
－
o毛

H
O
R
E－
－
朗
自
の
報
道
合

戦
を
予
告
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。
③
の
特
に
第
六
章
が
本
稿
と
関
係
が
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
合
衆
国
に
お
け
る
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
日
清
戦
争
に
関
す
る
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
報
道
を
検
討
し
て
い

く

一
九
八
七
年
三
月
、
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ワ
l
ド
・
ハ
ウ
ス
詮
考
」

ワーJレド新聞と日清戦争報道

ハ
1
）
「
旅
順
虜
殺
事
件
の
一
考
察
」
『
専
修
法
学
論
集
』
第
四
五
号
、

四
八
号
、
一
九
八
八
年
九
月
。

（
2
）
松
村
正
義
『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
l
広
報
外
交
の
研
究
｜
』
新
有
社
、

ロ
ッ
パ
の
末
松
謙
澄
｜
』
原
審
房
、
一
九
八
七
年
。

（
3
）
松
村
『
ポ
l
ツ
マ
ス
へ
の
道
』
「
ま
え
が
き
」
・
1
1日
U

参
照
。

〈
4
）
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
、
国
会
図
書
館
、
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
に
は
揃
い
で
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な

い
〈
一
九
八
八
年
一

O
月
現
在
三
専
修
大
学
図
書
館
に
一
八
九
四
・
一
八
九
五
年
の
二
年
分
の
朝
刊
と
日
曜
版
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵

さ
れ
て
いい
る
。
こ
の
前
後
の
部
分
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
交
渉
中
で
あ
る
。
合
衆
国
で
も
廃
刊
と
な
っ
た
新
聞
の
保
存
は
必
ず
し
も
良
好
で
な

い
よ
う
で
、
日
清
戦
争
期
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
紙
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
注
文
し
た
所
、
極
く
少
数
し
か
現
存
し
て
お
ら

ず
、
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。

ハ
5
V

公
刊
戦
史
は
、
参
謀
本
部
編
『
明
治
二
十
七
八
年
日
清
戦
史
』
と
寧
令
部
編
『
明
治
二
十
七
八
年
海
戦
史
』
が
あ
る
。
民
間
の
も
の
と
し

て
は
、
博
文
館
編
『
日
清
戦
争
実
記
』
（
週
刊
〉
、
一
八
九
四
年
｜
一
八
九
五
年
。
お
よ
び
川
崎
三
郎
『
日
清
戦
史
』
全
七
巻
、
博
文
館
、
一
八

九
六
年
｜
一
八
九
七
年
。
古
い
国
際
法
・
外
交
史
の
専
門
書
と
し
て
は
、
〉
江
関
白
－
h
b
C
R
問
、
ミ
句
凡
さ
－
V
官
室
ミ
柏
崎

E
H
u
s．
ミ
忌
て
H
h
h
n同
R

us．hhミ
ミ
E
H
S
E・
3同
p
g
u
m－
と

目

E
Z曲
r
r
む
ね
個
室
、
詰
寄
書
き
さ
』

hbs
吾
、
H

．誌

h
h
E
♀
凡
諸
島
－V
苫
是
認
可
ミ
・

の白
S
Z
E
N
P
H∞
沼
・
お
よ
び
巽
来
治
郎
『
日
清
戦
役
外
交
史
』
早
稲
田
大
学
、
一
九

O
二
年
。
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同
第

一
九
八

O
年
、
同
『
ポ
l
ツ
マ
ス
へ
の
道
｜
黄
禍
論
と
ヨ
l



新
し
い
新
聞
と
新
し
い
新
聞
記
者
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ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
l
の
新
聞

一
九
世
紀
末
か
ら
ニ

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
合
衆
国
を
代
表
す
る
新
聞
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
紙
が
合
衆

国
で
最
も
売
り
上
げ
部
数
の
多
い
新
聞
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
時
代
を
画
す
る
新
聞
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
ワ
イ
ズ
バ

l
ガ

l
氏
の
入
門
的
な
著
書
は
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
合
衆
国
で
は
一
九
世
紀
の
後

半
、
新
聞
製
作
の
技
術
革
新
〈
高
性
能
印
刷
機
・
パ
ル
プ
製
紙
・
ラ
ソ
タ
イ
プ
活
字
）
が
著
し
く
、
一
八
九

0
年
代
に
は
、
一
日
で
、
五

ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
、

O
頁
な
い
し
八

O
頁
の
写
真
や
挿
絵
〈
し
か
も
色
印
刷
の
〉
を
入
れ
た
新
聞
を
数
十
万
部
も
、
製
作
し
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
ほ
ぼ
現
代
と
同
様
な
形
式
の
新
聞
が
成
立
す
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
革
新
は
、
読
者
数
と
広
告
の
増
加
、
頁
数
の
膨
張
と
定
価
の

切
り
下
げ
を
も
た
ら
し
、
幾
つ
か
の
新
聞
王
国
を
作
り
だ
し
た
。

聞
が
登
場
し
た
。
彼
は
一
九
世
紀
半
ば
に
、

一
八
八
三
年
に
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
の
ワ
ー
ル
ド
新

へ
ラ
ル
ド
新
聞
（
ベ
ネ
ッ
ト
）
や
サ
ン
新
聞
（
デ
l
）
が
試
み
た
大
衆
新
聞
の
や
り
方

を
時
代
に
あ
う
よ
う
に
再
編
成
し
、
「
公
共
意
識
、
広
範
囲
な
ニ
ュ
ー
ス
・
カ
パ
l
、
特
別
記
事
、
十
字
寧
精
神
、
ウ
イ
ッ
ト
、
セ
ン

セ
l
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
巧
み
に
ミ
y

ク
ス
」
し
て
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
時
代
の
ワ
ー
ル
ド
は
煽
情
的
な
大
衆
紙
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
高
級
紙
と
大
衆
紙
の
読
者
層
が
画
然
と
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
合

衆
国
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
や
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
の
読
者
と
大
衆
紙
の
読
者
が
重
な
り
合
い
、
金
融
・
政
治
・
外
交
な
ど
の
硬
派

の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
低
俗
な
記
事
と
同
じ
く
、
ふ
ん
だ
ん
に
掲
鍛
さ
れ
た
戸
（
入
江
訳
本
一
一
五
J
一
二
四
頁
〉

以
上
の
紹
介
で
、
ワ
ー
ル
ド
新
聞
が
大
衆
新
聞
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
・
社
会
的
に
も
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
あ

る
点
で
は
万
朝
報
や
、
す
こ
し
遅
れ
て
発
展
す
る
大
阪
朝
日
新
聞
や
大
医
毎
日
新
聞
の
よ
う
な
、
日
本
型
の
近
代
的
大
新
聞
と
共
通



d

’aa可制
A
，
叫

ι
d
a－－

す
る
性
絡
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
づ
い
て
、
合
衆
国
の
大
衆
紙
と
戦
争
報
道
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

戦
争
は
、
日
本
で
も
外
国
で
も
、
土
日
か
ら
有
力
な
新
聞
種
で
あ
っ
た
が
、
近
代
的
戦
争
報
道
が
登
場
す
る
の
は
一
九
世
紀
の
後
半

ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
契
機
に
最
初
の
従
軍
記
者
が
登
場

で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ナ
イ
ト
リ
ー
は
近
年
邦
訳
さ
れ
た
著
書
の
中
で
、

し、
．こ
の
後
南
北
戦
争
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
が
、
従
軍
記
者
の
伝
え
る
戦
争
報
道
の
「
黄
金
時
代
」
で
あ
っ
た
、
こ
れ
は
大

衆
紙
の
興
隆
、
電
信
の
利
用
増
加
、
組
織
的
検
聞
の
導
入
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
合
衆
国
で
は
南
北

戦
争
は
大
量
の
新
聞
記
者
を
動
員
し
、
こ
れ
に
参
加
し
た
若
者
の
中
か
ら
一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
の
新
聞
界
を
リ
ー
ド
す

る
記
者
・
編
集
者
が
生
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
く
、
普
仏
戦
争
（
一
八
七
O
年
）
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ

l
ン
ハ
一
八
七
一
年
）
、

南
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
ト
ル
コ
軍
の
虐
殺
（
一
八
七
六
年
）
、

露
土
戦
争
ハ
一
八
七
七
J

一
八
七
八
年
）
、
そ
の
他
ア

ワールド新聞と日清戦争報道

フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
で
の
列
強
と
現
地
住
民
の
聞
の
戦
争
に
関
す
る
報
道
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
の
新
聞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
新
聞

に
引
き
離
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
紛
争
地
域
が
ヨ

I
ロ
y
パ
と
そ
の
周
辺
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
勢
力
範

囲
に
属
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
極
東
で
発
生
し
た
日
清
戦
争
、
合
衆
国
の
お
膝
元
の
キ
ュ
ー
バ
を
舞
台
と
し
た
米
西

戦
争
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
争
に
は
、
多
く
の
米
国
人
従
軍
記
者
が
参
加
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
新
聞
に
遅
れ
を
取
ら
な
か
っ
た

し
、
既
に
合
衆
国
最
大
の
新
聞
に
成
長
し
て
い
た
ワ
ー
ル
ド
新
聞
も
、
こ
れ
を
積
極
的
に
報
じ
た
。

戦
争
記
事
は
、
自
国
の
外
務
省
や
日
清
両
国
の
合
衆
国
駐
在
公
使
館
、
あ
る
い
は
極
東
の
各
国
に
在
住
す
る
契
約
特
派
員
等
か
．

ら
、
ま
た
ロ
イ
タ
ー
な
ど
の
通
信
社
か
ら
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
生
々
し
い
情
報
は
従
軍
記
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
戦
争

の
開
始
後
早
い
時
期
に
、
従
軍
記
者
を
日
本
へ
送
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
合
衆
国
で
は
ワ
ー
ル
ド
と
へ
ラ
ル
ド
が
群
を
技
い
て
い
た

h
表
1
多
照
。
な
お
、
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ベ
ネ
ッ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
経
営
す
る
ヘ
ラ
ル
ド
紙
が
一
番
多
く
の
記
者
を
派
遣
し
て
お
り
、
日
本

政
府
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
た
が
、
ヘ
ラ
ル
ド
紙
が
現
物
七
マ
イ
ク
ロ
も
日
本
で
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
せ
ぎ
る
を
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人

合
衆
国

ク
9
-
J
V
マ
シ

ガ
ー
グ
ィ
lレ

名

ク
オ
Jレ
タ
ー
・
ス
ミ
ス

ス
へ
γ
9
ー
・
ヲ
シ
イ
ア

ジ
ェ
ー
・
ダ
グ
ィ
ド
'J
y
 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
パ
ν
ッ
ト

仏
国

ラ
グ
リ
ー

フ
ェ
ノ
レ
ナ
シ
・
ガ
才
、
ス
コ

ラ
ロ
一

英
国
エ
ブ
・
ク
ィ
9
ヤ
ー
ス

ダ
ブ
リ
ュ
・
エ
ッ
チ
・
ス
ミ
ス

ケ
ー
・
コ
ク
ェ
シ

ド
ク
ト
ル
・
ボ
ー
ル

ジ
ー
・
ダ
ブ
P
ュ
・
ワ
ー
ド

チ
ャ
ー
ν
ス
・
フ
リ
ッ
プ

独
乙
国

表
1
日
清
戦
争
外
国
六
従
軍
記
者

新
’聞
社

ク
オ
ー
ル
ド

ベ
ラ
ル
ド

サ
シ
ブ
ラ
シ
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
へ
ラ
ル
ド

ア
ト
ラ
シ
タ
・
コ
シ
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
シ

タ
ソ

ブ
ヒ
ガ
ロ
及
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
ー
シ
ヨ
シ

イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
ー
シ
ョ
シ

ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
シ
ド
・
ワ
イ
ト
及
ス
タ
シ
ダ
ー
ド

Jレ
ー
タ
ー

タ
イ
ム
ス

タ
イ
ム
ス

ポ
ー
ル
・
モ
ー
ル
・
ガ
ゼ
ッ
ト

グ
ラ
ブ
ィ
ク

備

許
可
’
94.
9.12 

許
可
’
94.
9.12 

許
可
’
94.11.
26' 

許
可
’
95.
1.18 

不
許
可
’95.
1. 
23 

一
考

許
可
’
95.
6.10
台
湾
従
軍

許
可
’
94.10.16

許
可
’
94.10.31

許
可
’
94.12.
1
 画
報
者

許
可
’
94.
9.12
画
報
者

許
可
’
94.10.23

許
可
’
94.10.23

許
可
’
95.
1. 
5
 

許
可
’
95.
l'.17 

不
許
可
ヲ
5.
3
.12
新
聞
岡
工

ア
ル
プ
ν
ヒ
ト
・
グ
ィ
ル
ト
｜
 フ
ラ
シ
ク
ホ
ル
ト
.
;J 
7
イ
ト
シ
ク

｜
許
可
’
95
.
3
.17 

註
）

f日
清
戦
役
／
際
外
国
新
聞
記
者
戦
況
視
察
／
為
メ
従

•III願
出
一
件
』
（
外
務
省
紀
録
明
治
大
正

5,
2, 
11, 
4
）
に
よ
る
。
乙
れ
以
外
に
も
，
外
国
人
従

w:
記
者
が
い
る
の
は
磁
災
で
あ
る
が
，
参
考
lζ
絡
げ
た
．

ミ3



得
な
い
〉
。
一
九
世
紀
後
半
、
世
界
の
主
要
都
市
は
電
信
網
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
も
そ
の
支
線
が
延
び
て
い
た
。
大
西
洋
海
底

電
線
が
一
八
六
六
年
に
完
成
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
北
電
信
会
社
は
維
新
直
後
、
長
崎
上
海
問
、
長
崎
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
問
、
呼

子
釜
山
間
の
海
底
電
線
付
設
権
を
獲
得
し
て
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
の
で
、
日
清
戦
争
時
に
は
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
は
そ
の
日
の
う
ち
に

欧
米
へ
伝
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
北
京
ソ
ウ
ル
聞
の
電
信
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
が
、

ソ
ウ
ル
釜
山
聞
の
陸
上
電
信
は
未
完
成
で
あ

り
、
日
本
と
作
戦
地
域
で
あ
る
朝
鮮
・
満
州
と
の
通
信
は
不
定
期
の
船
便
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
日
本
に
戦
闘

の
結
果
の
第
一
報
が
入
っ
て
く
る
の
は
上
海
電
と
し
て
で
あ
り
、
日
本
の
戦
争
指
導
に
支
障
が
生
じ
た
。
ま
た
太
平
洋
海
底
電
線
は

未
完
成
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
点
で
は
合
衆
国
新
聞
は
不
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
距
離
の
電
信
に
は
、
料
金
が
掛
か
る
こ
と

と
、
写
真
・
ス
ケ
ッ
ヂ
が
送
れ
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
、
日
清
戦
争
の
段
階
で
は
電
信
の
利
用
は
短
い
緊
急
通
信
記
事
に
限
ら

れ
、
長
文
の
記
事
と
図
版
は
あ
い
か
わ
ら
ず
郵
便
に
頼
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
日
本
軍
に
従
軍
す
る
外
国
人
記
者
が
本
国
に
記
事
を

送
る
場
合
、
前
線
か
ら
宇
品
や
長
崎
に
送
ら
れ
た
記
事
は
、
長
文
の
記
事
は
ス
エ
ズ
運
河
経
由
南
回
り
の
船
便
で
欧
州
に
送
ら
れ
る

ワールド新聞と目清戦争報道

か
、
ま
た
は
横
浜
か
ら
バ
ン
ク
l
バ
l
・
タ
コ
マ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
太
平
洋
岸
の
港
に
送
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
ニ

ュ
l
ヨ
l
ク
・
欧
州
に
電
信
・
鉄
道
・
船
便
を
使
っ
て
送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
太
平
洋
航
路
が
約
二
週
間
、
大
西
洋
航
路

が
一
週
間
余
り
か
か
っ
た
か
ら
、
船
便
で
記
事
を
送
る
と
、
日
本
本
土
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
お
よ
そ
三
週
間
弱
、
日
本
か
ら
ロ

｛

4）
 

ン
ド
ン
ま
で
最
低
一
月
程
度
を
必
要
と
し
た
。

例
え
ば
、
ジ
ェ

l
ム
ス
・
ク
リ

l
ル
マ
ン
の
旅
順
虐
殺
事
件
を
報
じ
た
有
名
な
記
事
は
、

一
二
月
一
一
日
に
横
浜
か
ら
電
送
さ
れ

翌
一
二
日
の
ワ
ー
ル
ド
朝
刊
の
一
面
を
飾
っ
た
が
、
こ
れ
は
わ
ず
か
に
一
、
O
O語
の
短
い
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
続
い

一
二
月
ニ

C
日
の
一
面
と
こ
面
の
全
部
を
使
っ
た
旅
順
虐
殺
事
件
の
詳
報
は
、

147 

て、

一
一
月
二
四
日
旅
順
で
書
か
れ
、
ク
リ
l
ル
マ



ン
本
人
が
日
本
へ
持
参
し
、
日
本
本
土
か
ら
船
便
で
パ
ン
ク
l
バ

1
に
一
二
月
一
九
日
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
エ
ュ
l
ヨ
l
ク
へ
電
送

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一方、
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ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
に
同
事
件
の
詳
細
と
社
説
が
掲
餓
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
一
八
九
五
年
一
月

九
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
記
事
は
同
紙
コ

1
ウ
ェ
ン
記
者
が
一
二
月
三
日
神
戸
で
奮
い
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
英
国
聞
が
船
便
で
一

箇
月
以
上
の
回
数
を
要
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
電
信
に
よ
る
記
事
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
合
衆
国
の
新
聞
に

は
差
は
な
か
っ
た
が
、
長
文
の
記
事
で
は
合
衆
国
の
そ
れ
が
有
利
と
な
り
、
欧
州
紙
が
合
衆
国
の
新
聞
の
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
事
実
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
白
紙
の
記
事
を
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
が
引
用
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
記
事
が
正
確
で
あ
る
こ

と
の
証
拠
と
し
て
誇
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
日
清
戦
争
に
従
軍
記
者
を
派
遣
し
て
い
た
新
聞
と
そ
う
で
な
い
新
聞
と
の
紙
面
構
成
の
違
い
を
、
ワ
ー
ル
ド
と
ニ

a
l

ヨ
ー
ク
・
・
タ
イ
ム
ズ
を
例
に
と
っ
て
比
較
し
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
時
、

ワ
ー
ル
ド
は
朝
刊
、
夕
刊
、
日
曜
版
の
三
種
類
の
新
聞
を

発
行
し
て
い
た
。
朝
刊
は
一
四
頁
建
で
、

他
、
五
面
が
国
際
ニ
ュ
ー
ス
、
六
面
以
降
が
経
済
・
社
会
・
芸
能
・
社
交
・
ス
ポ
ー
ツ
・
婦
人
家
庭
欄
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お

り
、
最
後
の
三

i
四
面
欄
が
広
告
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
同
紙
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
面
に
挿
絵
や
漫
画
が
、
時
に
は
色
刷
り
で
、
挿

入
さ
れ
、
見
出
し
の
活
字
は
大
き
め
で
、
書
体
も
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各
記
事
の
境
目
を
空
け
て
、
読
み
や
す
い
よ
う
に

一
面
が
国
内
外
の
重
要
記
事
、
ニ
・
三
面
が
主
要
な
圏
内
エ
ュ

l
ス
、
図
面
が
社
説
そ
の

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
版
は
六
十
四
頁
建
が
普
通
で
、
最
初
の
六

i
八
頁
は
平
日
と
同
じ
権
成
だ
が
、
そ
れ
以
降
は
芸
能
・
レ
ジ

ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・
漫
画
な
ど
が
中
心
の
紙
面
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

－ュ

l
ヨ
l
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
一
面
か
ら
三
面

ま
・で
は
圏
内
の
政
治
経
済
記
事
で
埋
め
ら
れ
、
国
際
記
事
が
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
五
面
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
ワ
l
ル

ド
が
得
意
と
す
る
柔
ら
か
い
分
野
の
記
事
は
貧
弱
で
、
挿
絵
・
漫
画
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
見
出
し
の
活
字
も
地
味
で
あ
る
。

日
本
の
宣
戦
布
告
の
報
は
一
八
九
四
年
八
月
二
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
。
ワ
ー
ル
ド
は
こ
の
－
一
ュ

l
ス
を
一
面
の
ト
ッ
プ
に
掲



げ
、
つ
ぎ
の
見
出
し
を
つ
け
た
。

叶
一回
目

a
d〈〉同
P
E同》
LPZω
〉J
『

ω・
2
E宮
市
o
s
a
吋
o
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吋
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四
百
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H
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ω
E
r
g
H
r
o
g丹
沢
ロ
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ω
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恒
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白
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g
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g
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宮
5
回
ロ
ヨ
叶
宮
市
帽
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E
5
a－
m
5
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三
一
Z
2
r同

n
g
S
F
n
E
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町
宮
包
市
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g
色
白
邑
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一
烈
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市
O
ロ
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日

0
3ロ
富
一
色
仏
戸
市
『
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こ
の
記
事
は
五
面
に
続
き
、
五
面
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
関
連
記
事
で
埋
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
日
中
両
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐

在
領
事
、
徐
乃
光
と
橋
口
直
右
衛
門
と
ワ
ー
ル
ド
記
者
と
の
会
見
が
紹
介
さ
れ
、
徐
と
彼
の
委
の
肖
像
お
よ
び
筆
跡
が
掲
載
さ
れ
た

〈
翌
日
、
橋
口
一
家
の
肖
像
と
筆
跡
が
掲
載
さ
れ
た
）
。
ま
た
R
（
U
F
H
の
同
ω
同
列
。
呂
田
0
2
0
同
O
Z
C
3
と
題
さ
れ
た
記
事
に
は
、
中
国

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
・
ベ
ル
シ
ャ
・
ロ
シ
ア
・
欧
州
・
大
西
洋
海
底
電
線
を
経
由
し
て
、
戦
争
記
事
が
合
衆
国
に
電
送
さ
れ

て
く
る
様
子
が
、
漫
画
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
五
面
に
も
二
段
半
に
わ
た
っ
て
、

J
〉
回
出
Z
出
〉
ω

U開
R
U
F
〉
列
何
一0
4
〈
〉
同
州
・
叶
宮

ワールド新聞と日清戦争報道

問。

5
曲－

F
R
E
E巴
8
4〈
曲
師
冨
邑
巾
ペ
g丹市町色白司・
3

と
の
見
出
し
を
つ
け
た
記
事
が
掲
裁
さ
れ
た
。
実
は
、

両
紙
の
伝
え
る
極
東

と
欧
州
か
ら
の
情
報
量
は
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
記
事
の
扱
い
方
、
見
出
し
の
付
け
か
た
、
関
連
記
事
の
補
充
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
の
印
象
は
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
平
援
の
戦
い
、
黄
海
海
戦
な
ど
の
記

事
に
つ
い
て
も
、

ロ
ン
ド
ン
経
由
の
通
信
社
情
報
を
五
面
に
掲
載
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

一
方
の
ワ
ー
ル
ド
は
極
東
の
戦
場
に
特

派
員
を
派
遣
す
る
な
ど
多
角
的
な
情
報
を
掲
載
し
、
日
清
戦
争
の
記
事
は
し
ば
し
ば
挿
絵
入
り
の
派
手
な
見
出
し
で
一
面
を
飾
り
、

両
紙
の
差
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
。
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表
2
は
同
紙
の
戦
争
報
道
の
頻
度
の
統
計
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
当
時
の
合
衆
国
新
聞
に
日
本
関
係
の
記
事
が
掲



ワールド新聞の日清戦争報道頻度

目 第一面で報道｜
された回数 ｜ 

5 

8 

2 

3 

1 

10 

5 

1 

8 

3 

3 

49 

(15.6%) 

3 

( 2.5%) 

2 

( 6.5%) 

1894年7月は7月22日以降の10日間のみ．
〈 ）内の96は.94年7月22日～95年5月31日の314日間， 95年6月1目～

9月30日の122日間および10月の31日間lζ対する，その期間IC日清鞍争関連
記事が報道された日数の割合を示す．
乙の表lζは，社説iま含まない．また極く小さな記事はカウントしていない．
それを含めると，報道日数はかなり増加するであろう．

考

王宮事件，豊島沖海戦

宣戦布告

平境の戦闘，黄海海戦

第二軍上陸

金州・旅順占領

旅順虐殺事件報道

山東半島上陸

威海衛占領

下関会議．李負傷，休戦

講和条約成立，三国干渉

遼東放棄，講和条約批准

台湾の戦闘

－報数
一

一

が

日

一

幼

幼

め

m
 

2

一
争
た
一
叩
四
日
山
A

却
包
問
叫

u
叫
ω
却

n

U

A
凸
J

幻

Q

ベ
叩

J

奇
一
欄
一
料
一

2
伽

日
道

備月

1894. 7 

8 

9 

10 

11 

i2 
1895. 1 

2 

3 

’4 

5 

計

年

6～9 

関妃虐殺事件10 

l) 

2) 

3) 

詮

載
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
し
か
も
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一
面
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
な
ど
め
っ
た

に
な
か
っ
た
の
が
実
状
で
あ
っ
た
が
、

九
四
年
七
月
二
一
一
日
か
ら
翌
年
五
月
末

ま
で
の
三
一
四
日
間
の
内
、
日
清
戦
争

が
報
道
さ
れ
た
の
が
二

O
O日
以
上
、

一
面
で
報
道
さ
れ
た
日
で
さ
え
五

O
日

近
く
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
報

道
に
は
幾
つ
か
の
山
が
あ
っ
た
。
開
戦

か
ら
平
壊
の
戦
闘
・
黄
海
海
戦
が
第

の
ピ
l
ク
で
あ
り
、
年
末
か
ら
翌
年
初

め
に
か
け
て
の
旅
順
虐
殺
事
件
批
判
と

講
和
問
題
・
三
国
干
渉
が
そ
れ
ぞ
れ
第

二
、
第
三
の
ピ

1
ク
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
は
合
衆
国
に
お
け
る
日
本
報
道
と

し
て
は
空
前
の
規
模
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。ワ

ー
ル
ド
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
、
日
清



戦
争
報
道
に
力
を
注
い
だ
理
由
は
、
編
集
部
が
そ
れ
が
部
数
増
加
の
手
段
と
な
り
う
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
八
九
四
・
九

一
面
に
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
記
事
と
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
改
革
問
題
（
タ
マ
ニ
l
・

五
年
の
同
紙
を
一
覧
す
る
と
、

ホ
ー
ル
批
判
、
警
察
汚
職
）
、
電
車
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
、
ト
ル
コ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
事
件
、
銀
貨
自
由
鋳
造
問
題
な
ど
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
日
清
戦
争
報
道
の
比
重
は
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
長
期
に
わ
た
る
点
で
は
そ
れ
ら
を
凌

駕
し
た
。
表
3
は
ワ
ー
ル
ド
の
発
行
部
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
数
字
は
平
日
の
朝
刊
と
夕
刊
を
合
計
し
た
も
の
で
あ

る
。
九
四
年
二
月
と
翌
年
二
月
を
比
較
す
る
と
約
一

O
万
部
の
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、
部
教
が
急
増
し
た
の
は
年
末
か
ら
翌
年
一

月
で
、
わ
ず
か
数
日
だ
が
一
月
に
は
最
高
七
五
万
部
に
達
し
た
日
も
あ
る
。
ま
た
日
曜
版
は
、
九
四
年
初
め
は
二
八
万
部
で
あ
っ

た
も
の
が
、
九
五
年
一
月
に
は
三
五
万
部
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
数
増
加
に
は
、
と
り
わ
け
、
九
四
年
一
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
旅

ろ
う
。

順
虐
殺
事
件
報
道
と
、
九
五
年
一
月
の
軍
隊
が
出
動
し
て
発
砲
し
た
電
車
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ワーJレド新聞と日清戦争報道

ワールド新聞の発行部数

註）部数は朝刊と夕刊の合計．

史料は， Wo1古d,March乙1895.

'I¥ 
五
．九
年
モ
ン
ト
リ
オ

Jレ

生
ま
れ

24,595 

396,264 

461,289 

565,996 

表3

1883. 3 

1892. 2 

1894. 2 

1895. 2 

II 

ジ
ェ

l
ム
ス
・
ク
リ
l
ル
マ
ン

新
し
い
新
聞
報
道
の
誕
生
は
、
新
し
い
タ
イ
．フ
の
新
聞
記
者
を
必
要
と
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
が
日
清
戦

争
に
従
軍
さ
せ
た
の
は
、
ジ
ェ
l
ム
ス
・
ク
リ
l
ル
マ
ン

Q
白

g
a
n『
8

－BS〉
で
あ
っ
た
。
彼
は
一

一
九
一
五
年
に
特
派
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
世
界
大
戦
下
の

ベ
ル
リ
ン
で
病
死
し
た
。
彼
は
活
動
的
な
レ
ポ
ー
タ
ー
（
通
信
員
、
明
治
時
代
風
に
言
え
ば
探
訪
記
者
）
で

あ
り
、
世
紀
末
か
ら
ニ

O
世
紀
初
頭
の
合
衆
国
新
聞
界
に
君
臨
し
た
三
人
の
巨
人
、

～へ
ネ
y

ト・

ジ
〉

マl
ス
ト
の
経
営
す
る
新
聞
の
記
者
と
し
て
活
握
し
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
九
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一
ア
、
ピ
ュ
リ
y
ツ
ア
l、



ラ
b
p

ド
通
信
員
H
一
八
七
八
年
｜
九
三
年
、
ワ
ー
ル
ド
戦
争
通
信
員

u
一
八
九
四
年
l
九
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
戦
争
通
信
員
引
一

八
九
六
年
l
一九
O
O年
、
ワ
ー
ル
ド
特
別
通
信
員
兼
論
説
記
者

u
一九
O
O年
l
O六
年
）
、
一
九
世
紀
末
の
合
衆
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

「
通
信
員
の
黄
金
時
代
」
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
う
え
で
最
も
功
績
の
あ
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
、
と
評
さ
れ
て
い
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る
。
〈
後
掲
史
料
⑥
の
五
六
頁
1
五
七
頁
）

い
く
つ
か
の
本
を
書
い
た
が
、
自
伝
は
残
さ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
彼
の
伝
記

も
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
書
い
た
代
表
的
な
記
事
に
手
を
加
え
て
自
ら
編
集
し
た
次
の
著
書
は
自
伝
的
要

彼
は
新
聞
記
事
以
外
に
、
小
説
の
試
作
も
含
め
て
、

素
を
持
つ
。
た
だ
し
、
こ
の
本
の
記
述
は
か
な
り
基
本
的
な
事
実
に
も
手
を
加
え
て
い
る
の
で
・、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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ZO〈
g
g
s
s・

⑤ ⑦ 
同

M
M
Y
ω
ω

∞ltω
印

ω
・

＠ 

J
O
R
E－
－
曲
目
神
宮
司

8
5
向
。
門
店
前
回
並
臼
＼
凶
器

8
5込
出
雲
師
、

F
Z
E
q
H
O
E－P
℃・∞・

文
献
⑤
と
⑤
は
有
名
な
人
名
事
典
。
前
者
は
標
準
的
な
も
の
だ
が
、
後
者
は
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の

m
g白
E
ω
・

冨
曲
『
白
血
B
－－F

氏
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
、
文
献
目
録
っ
き
小
伝
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
⑦
は
彼
の
名
声
が
最
高
に
達
し
た
米
西

戦
争
の
時
点
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
＠
は
、
彼
の
や
り
方
に
批
判
的
で
あ
っ
た
側
か
ら
の
追
悼
記
事
で
、
彼
の
功
罪
を
客
観
的



に
述
べ
て
い
る
争

ク
リ
1
ル
マ
ン
は
ベ
ネ
ッ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
下
で
通
信
員
・
新
聞
記
者
・
編
集
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
が
、

J¥. 

九
三
年
彼
の
も
と
を
去
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
無
署
名
記
事
を
要
求
す
る
ベ
ネ
y

ト
の
方
針
に
不
満
を
感
じ
た
か
ら
だ
と
い

う
。
こ
の
後
、
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
編
集
者
、

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
誌
ロ
ン
ド
ン
版
の
ア
ネ
l
ジ
ャ
ー
を
し
ば
ら

く
務
め
、

一
八
九
四
年
か
ら
ピ
ュ
リ
y

ツ
ア
ー
の
経
営
す
る
ワ
ー
ル
ド
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
、
ベ
ネ
ッ
ト
は
自
分
の
経
営
す
る
へ

ラ
ル
ド
の
第
一
面
に
ク
リ
l
ル
マ
ン
と
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
！
の
似
顔
絵
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
偉
大
な
通
信
員
」
、
「
偉
大
な
編
集

者
」
と
称
賛
し
た
と
い
う
。
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
日
清
戦
争
取
材
の
た
め
極
東
に
向
か
っ
た
が
、
本
格
的
な
戦
争
の
取
材
は
彼
に
と
っ

て
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
（
史
料
⑤
、
⑦
〉

彼
が
い
つ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
、

い
。
分
か
っ
て
い
る
の
は
、

い
つ
日
本
に
着
い
た
か
、

は
っ
き
り
し
な

滞
日
中
ど
の
よ
う
な
日
程
で
行
動
し
た
の
か
、

彼
が
九
月
一
二
日
に
日
本
政
府
か
ら
従
軍
の
許
可
を
も
ら
っ
た
こ
と
円
同
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド

の
ガ
1
ピ
山
川
記
者
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ
ト
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
両
紙
の
「
画
報
者
」
を
兼
ね
た
ク
ィ
リ
ヤ
l
ス
が
従
軍
許
可
を
得
て
い
る
。

ワールド新聞と日清戦争報道

4
白
宮
口
w
田
町
－

E
C己
HE・
叶
宮
君
主
会

8
5・

彼
ら
は
外
国
人
従
軍
記
者
の
一
番
乗
り
で
あ
っ
た
て

九
月
二

O
日
付
で
東
京
か
ら

と
い
う
黄
海
海
戦
に
か
ん
す
る
記
事
を
電
報
で
送
り
、
こ
れ
が
翌
日
の

者
。
ロ
仏

g
E
叶

o
E
o
g
z
g
仏
m
g
F
F
O『
同

r
m
S
E
z－－u

ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
一
面
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
の
が
彼
の
最
初
の
〈
署
名
〉
記
事
だ
と
い
う
こ
と
、

で
あ
る
。

あ
れ
ほ
ど
署
名
記
事
に
こ
だ
わ
っ
た
ク
リ
ー
ル
マ
ン
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
記
事
が
署
名
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
の
仮

定
の
も
と
に
、
そ
の
一
覧
表
を
作
っ
て
み
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
彼
の
記
事
で
有
名
な
の
は
、
平
壊
の
戦
い
（
九
月
一
五
日
J
一
六
日
）
、

一
一
月
ニ
一
日

t
二
回
目
、
一
連
の
旅
順
虐
殺
事
件
批
判
を
含
む
）
、
朝

黄
海
海
戦
（
九
月
一
七
日
〉
、
金
州
と
旅
順
の
戦
闘
ハ
二
月
六
日
、

153 

鮮
国
王
と
の
会
見
記
（
一

O
月
ニ

O
日
〉
の
報
道
で
あ
る
。
こ
り
う
ち
、
平
擦
の
戦
い
と
黄
海
海
戦
は
実
際
に
戦
闘
を
見
た
の
で
は
な



表
4
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
リ
ー
ル
マ
シ
署
名
記
事
一
覧

司崎町

940921-1, 5
 Japan’S

 Fleet 
U
n
h
u
r
t
.
 
T
h
e
 W
o
r
l
d’s
 correspondent 

at 
Tokio 
cables 
details 
of 
the 
sea 
fight. 
CI:okio, 

Sept. 
20) 

94
凹
2
4
-
7
B
o
u
n
d
 T
o
 Fight It 

Out. 
Japan 
will 
not 
listen 
to 
talk 
of 
peace 
except 
t
h
r
o
u
g
h
 
conquest 

of 
China. 

(Tokio, 
Sept. 
8) 

940925-5 
C
h
i
n
a
 R
e
a
d
y
 T
o
 Quit. 
B
u
t
 Japan, 
T
o
k
i
o
 reports 
say, 
rejecting 

compromise, 
insists 
o
n
 
w
a
r
.
 (Tokio, 

Sept. 
9) 

940928-5 
Li H
u
n
g
 C
h
a
n
g
 Foiled. 
Tried 
to 
learn b
n
 the sly 
if 
the 
M
i
k
a
d
o
 
w
a
s
 
willing 
to 
arbitrate. 

(Tokio, 

Sept. 
14) 

941005-1 
Fight A
t
 Pingyang. 

H
o
w
 the 
W
o
r
l
d’s
 Japanese corres

卯
ndent
s
a
w
 the 
rout 
of 
Chinese. 

(Tokio, 
Sept. 

21) 

941021-1, 2
 Battle 
of 
the 
Y
a
l
u
.
 Th
e
 W
o
r
l
d
’s
 wa
r
 corres
凹
ndent
gives 
the 
first 
full 
account. 

(Tokio, 
Sept. 
30) 

941024-1, 5
 P
i
n
g
y
a
n
g’s
 Go
r
y
 Fight. 
Word-Pictures from the 

city’s
 walls 
b
y
 the 
W
o
r
l
d’s
 correspondent. 

(
O
n
 
the 

battle 
of 
Pingyang, 

T
a
t
o
n
g
 River, 
Sept. 
25) 

941108-5 
Chinese H

a
t
e
 to 
Fight. 
T
h
e
 W
o
r
l
d
’s
 correspondent at 

the 
front 
thinks 
they d
o
n’t
 m
e
a
n
 
to. 
(Tatong 

River, 
Corea, 
Oct
.
 11. 
via 
S
a
n
 Francisco, 

Nov. 7) 

941114-5 
Speed W
o
n
 at 
Yalu. 
T
h
e
 W
o
r
l
d
 w
a
r
 corres
凹
ndent
with 
the 
victorious 

fleet 
of 
Japan
.
 A
d
『niral
Ito 

tells 
of 
the 
fight
.
 (Tatong River, 

Oct. 
5) 

941115-5 
Jealous of 

Japanese. 
E
u
r
o
p
e
a
n
 N
a
v
a
l
 C
o
m
m
a
n
d
e
r
s
 in 
Asia 
try 
to 
d
i
m
 
the 
glory 
of 
Yalu. 
(
H
e
a
d
句
uar-

ters 
of 
the Japanese a

r
m
y
 o
n
 the 
road 
to 
China, 
Oct. 
14) 

941128-5 
Will 
E
n
g
l
a
n
d
 Step In? 

It 
looks 
that 
w
a
y
 
to 
the 
World's 
corres
卯
ndent
at 
the 
seat 
of 
war. 
(
O
n
 

Boa(d Gen. 
H
a
s
a
g
a
w
a’s
 Troopship・,

 bo
u
n
d
 for 
Port 
Arthur via 

S
a
n
 F
即
時
isco,
Nov. 
27) 

A
m
e
r
i
c
a’s
 Opportunity. 

After 
the 
w
a
r
 is 
over 
will 
she 
get 
her 
share 
of 
valuable
.
 connections 

that 

m
a
y
 be 
草
rante9
in 

<;:or~ ?
 (Chemulpo, Oct. 

27) 



以）
ll’t
W
a
n
t
 M
o
u
k
d
e
n
.
 Its 
α
p
t
u
r
e
 w
o
u
l
d
 simply provoke Russian opposition. 

(
C
h
e
m
u
l
p
o
,
 Oct. 
28) 

941203-1, 2
 C
o
r旬、
K
i
n
g
Talks. 
T
h
e
 W
o
r
l
d
 corres

伊
ndent
asked 
to 
send a
n
 appeal. 
A
m
e
r
i
c
a’s
 help implored. 

(Seoul, 
Oct. 
20) 

Before Port 
Arthur. 

T
h
e
 
W
o
r
l
d’s
 correspondent 

descri
上悶
G
e
n
.
O
y
a
m
a
'
s
 
Advance. -(Field 

M
a
r
s
h
a
l
 

O
y
a
m
a’s
 Headquarters N

o
v
.
 1, 
via 
S
a
n
 Francisco D

e
c
.
 4) 

T
h
e
 Japanese Massacre. 

(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 Dec. 
11) 

Chinese S
l
u
n
k
 A
w
a
y
.
 T
h
e
 W
o
r
l
d’s
 wa
r
 correspondent 

tells 
h
o
w
 
the 
Japanese 

got 
to 
Port 
A
r
t
h
u
r
.
 

(
K
i
n
c
h
o
w
,
 N
o
v
.
 8. 
via 
S
a
n
 Francisco Dec. 

14
）
・

Victors F
e
e
d
 T
h
e
 Vanquished. 

Field 
M
a
r
s
h
a
l
 O
y
a
m
a
,
 Instead 
of 
behea (sic)the Chinese

.
 Partly directed 

the 
w
o
r
k
 of 
mercy. 
(
K
i
n
c
h
o
w
,
 
N
o
v
.
 
10, 
vi
旦
S
a
n
Francisco, 

Dec. 
14) 

W
o
m
e
n
 S
o
u
g
h
t
 Death. T

h
e
 W
o
r
l
d’s
 wa
r
 correspondent 

s
a
w
 ten bodies in a

 he
a
p
 at K
i
n
c
h
o
w
.
(
K
i
n
c
h
o
w
,
 

N
o
v
.
 
13, 
via 
S
a
n
 Francisco, 

Dec. 
15) 

T
h
e
 W
o
r
l
d
 Report. 

C
r
e
e
l
m
a
n
 cabled 
that 
practically 

the w
h
o
l
e
 population 

w
a
s
 
slain 
in 
cold 
bloi対．

12
日
記
事
再
録

T
h
e
 Massacre A

t
 Port 
A
r
t
h
u
r
.
 A
t
 least 
t
w
o
 thou

鈎
n
d

helples.~ people 
butchured 

b
y
 Japanese

鉛
ldiers.

(Port Arthur, 
N
o
v
.
 
24, 
via 
Vancouver, 

Dec. 
19) 

Japan Is 
P
u
任
ed
U
p
.
 E
a
s
y
 victories 

developed 
thirst 
for 
conquest a

n
d
 territory. 

(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 Dec. 
4) 

Japan’s
 Blood Is 
U
p
.
 
Soldiers 
rule 
the country, 

a
n
d
 the 
anti-foreign 

party 
is 
rampant. 

(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 

Dec. 
3) 

9501σ7-1, 2
 Bloodthurty Japan. 

(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 Dec. 
21) 

T
h
e
 Boltimore In 

Peril? 
(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 Dec. 
21) 

T
h
e
 M
i
k
a
d
o
 Heartsick. 

N
o
t
 over 
the 
Port 
A
r
t
h
u
r
 
atrocities, 

but 
over 
their 
e
x
伊
sure.
(
Y
o
k
o
h
a
m
a
,
 

Jan. 
8) 

P
e
k
i
n
g
 Lies Helpless. 

C
h
i
n
a
’s
 capital 
cut o
任
f
r
o
m
all 
information 

about the c
o
m
i
n
g
 Japanese. 

T
h
e
 T
r
a
g
e
d
y
 A
t
 Corea. 
Japan _anxious to 

t
h
r
o
w
 all 
the 
res
卯
nsibility

o
n
 the 
Soshi. 
(Tokio, Oct. 

15) 

941205-5 

941212-1 

941215-5 

941220-1,2 

941222-5 

941223-5 

941216-5 

941217-1 

950123-5 

畑出骨Aザ鋒即席回心EK輔Lミlhい
旬、旬、
’
h
吋

9
印
211-5

951016-7 



く
、
い
ま
だ
に
死
臭
の
漂
う
戦
跡
を
見
た
り
、
伊
東
連
合
艦
践
司
令
官
か
ら
解
説
を
受
け
て
、
記
事
を
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
戦
闘

場
面
に
居
合
わ
せ
た
の
は
金
州
・
旅
順
の
戦
闘
だ
け
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
過
去
形
の
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
の
文
章
で
、

156 

こ
れ
ら
の
戦
闘
の
現
場
、
両
軍
の
発
す
る
闘
の
声
、
戦
い
の
後
の
死
体
の
散
乱
す
る
風
景
を
、
読
者
の
自
の
前
に
再
現
し
た
の
で
あ

っ
た
（
表
4
の

ESMMl了
間
と
は
、
一
八
九
四
年
九
月
二
一
日
の
一
面
と
五
菌
の
記
事
の
意
味
で
あ
る
〉
。

と
こ
ろ
で
、
表
を
見
て
い
る
と
、
記
事
の
内
容
で
は
な
く
、
形
式
上
の
問
題
に
限
っ
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
が
涌
い
て
き
た
。

第
一
に
、
彼
が
記
事
を
電
送
し
て
く
る
時
は

d
E
E
C
F
P普
5
8
宮
君
主
仏
・3

と
い
う
文
句
が
頭
に
付
き
、

た
船
便
に
よ
る
長
文
記
事
に
は

εω
習

互

の

2
5
3
E
2
8
0ご
宮
君
主
色
・3

又
は

ま

d
z
z
－d〈
R
n
o『
5
E
g
n帽
。
ご
F伺

者
2
5・3
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
の
東
京
、
横
浜
、
広
島
、
下
関
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
電
報
や
記
事
に
、
同
様
の
文
句
が
付

い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
数
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
以
外
に
契
約
し
た
通
信
員
が
一
人
以
上
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
彼

も
時
に
は
無
署
名
で
書
い
て
い
た
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
の
ハ
ウ
ス
（
思
考
曲
『
仏
国
白
当
面
円
仏
国

2
8）
が
ワ
ー
ル
ド
の
通

一
方
で
陸
奥
宗
光
の
密
命
を
受
け
て
、
日
清
戦
争
中
活
動
し
た
こ
と
は
以
前
拙
稿
で
指
摘
し
た
。
と
す
れ
ば
、
ワ
－

信
員
と
な
り
、

ル
ド
に
掲
載
さ
れ
た
日
清
戦
争
の
報
道
に
は
ハ
ウ
ス
の
記
事
が
、
か
な
り
の
程
度
混
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

ハ
ウ
ス

の
署
名
入
り
の
記
事
は
一
篇
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
密
命
」
を
受
け
て
い
る
以
上
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
。

ク
リ
1
ル
マ
ン
の
署
名
記
事
は
↑
八
九
四
年
九
月
一
一
一
日
か
ら
一
八
九
五
年
二
月
一
一
日
ま
で
連
続
し
て
何
度
も
紙
面

に
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
九
五
年
一

O
月
一
六
日
に
聞
妃
事
件
の
記
事
が
一
度
だ
け
唐
突
に
掲
載

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
、
彼
は
一
八
九
四
年
一
一
月
末
に
旅
順
よ
り
日
本
内
地
に
帰
還
し
、
し
ば
ら
く
は
日
本
に
滞
在
し
て

い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
は
、
ク
リ
i
ル
マ
ン
と
朝
鮮
国
王
の
会
見
記
が
一

O
月
二

O
日
に
ソ
ウ
ル
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
に

第
二
に
、



掲
載
さ
れ
た
の
が
一
二
月
三
日
で
、
実
に
四
五
日
間
も
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
4
を
見
る
と
、
更
に
便
利
の
悪
い
満
州
や

平
嬢
付
近
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
記
事
で
も
、
三

O
日
余
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
異
常
と
い
う
ほ
か
な
い
。
こ
れ
は

バ
ウ
ス
が
陸
奥
外
相
の
意
向
を
受
け
て
、
ク
リ

l
ル
マ
ン
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
こ
の
記
事
の
転
送
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
の
筆
者
の
前
稿
に
お
け
る
想
像
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
に
は
今
す
ぐ
に
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

ワールド新聞と日清戦争報道

（
1
〉
】

ogrEXN師
三
塁
吋
w
P
5
1
5
s・
g－
M
由
）
。
彼
は
連
邦
軍
の
新
兵
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
一
八
六
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
や
っ
て
き
た
。
除
隊
後
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
へ
行
き
、
そ
こ
の
ド
イ
ツ
入
社
会
で
働
い
て
い
る
う
ち
に
、
一
八
七
八
年
『
ポ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
パ

ッ
チ
新
聞
』
を
刊
行
し
、
編
集
担
当
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ル
パ
l
ト
・
コ
ッ
ク
リ
ル
、
営
業
担
当
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
1
ナ
！
と
い
う
有
能
な
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
協
力
を
得
て
、
有
力
紙
に
育
て
あ
げ
た
。
一
八
八
三
年
、
ュ
ュ

l
ヨ
l
p
に
進
出
し
、
ワ
ー
ル
ド
新
聞
を
買
収
し
て
合
衆
国
最
大
の

新
聞
と
し
た
。

彼
の
経
歴
は
、
ロ
〉
切
ま
た
は

hv芝
芯
諸
島
ミ
ミ

p．hhgミ
盟
諸
言
、
ご
な
ど
の
事
典
を
参
照
に
し
、
邦
語
文
献
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

ワ
イ
ズ
パ
l
ガ
l
著
．
入
江
通
雅
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
人
』
時
事
新
書
、
一
九
六
四
年
、
少
し
古
い
が
、
原
因
棟
一
郎
『
米
国
新
聞
史
論
』

一
九
三
四
年
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、

po『岡市』
E
R岡
市
ロ
夕
、
足
三

E
E
N
q
s
h
H
F同
凡
〈
向
さ
て
旬
、
砕
建
也
、
目
、
－

p
s
n
a
g
C
E
S
2
5

M

》
岡
市
タ
巴
ミ
・
は
一
八
八
三
年
i
一
八
八
五
年
の
三
年
間
に
限
っ
て
、
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
が
部
数
拡
大
の
た
め
に
と
っ
た
手
段
を
分
類
・
分
析

し
た
も
の
で
、
面
白
か
っ
た
。

（2
）
『
戦
争
報
道
の
内
幕
』
芳
地
昌
三
訳
、
時
事
通
信
社
、
一
九
八
七
年
（
も
と
の
題
は
、
同

dEHJ．、
a
n
a
E
－e～
吋
宮
司
白
、
。
句
、
ミ
師
、
重
－

h
同

s
h
a
同時、句、

hq也、白
h
s
s．hh、
司
、
え
送

vshhb静
岡
、
、
白
書
守
な
さ
と

qshh君
津

HSm・〉一一
O
頁。

（3
）
日
清
戦
争
時
の
電
信
に
つ
い
て
は
、
回
健
治
郎
伝
記
編
纂
会
編
『
図
健
治
郎
伝
記
』
一
九
一
一
一
二
年
、
七
九
l
八
一
頁
お
よ
び
角
山
栄
編

『
日
本
領
事
報
告
の
研
究
』
同
文
館
、
一
九
八
六
年
、
五
｜
六
頁
。

ハ
4
）
例
え
ば
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
笑
国
へ
渡
っ
允
末
松
謙
澄
の
場
合
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
士
。
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一
九
。
四
年
二
月
一

O
日
横
浜
発
↓
一
一
月



二
四
日
バ

y
p
l
パ
l
着
、
二
月
二
九
日
二

L
l
ヨ
l
p
着
八
大
陸
横
断
鉄
道
可

着
。
前
掲
『
ポ
l
ツ
マ
ス
へ
の
道
』
付
属
年
表
参
照
。

（5
）
モ
旬
、
』
札
－

F
n－
H
N
・
5
2・
p
n・
s・
5
E・
お
よ
び
吋

a
S
F
Vロ
－
P

H

呂町
・

（
6
）
モ
ミ
定
、
』

2
・∞

L
∞u
m－－

s－
P

H

∞
8
・

（7
〉
こ
の
点
の
綬
昧
な
文
献
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
史
料
⑥
に
は
ク
リ
1
ルマ

ン
が
平
獲
の
戦
闘
に
参
加
し
た
よ
う
な
書
き
方
が
さ
れ

い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
が
平
援
の
戦
闘
に
物
理
的
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
以
下
の
傍
証
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
凶
九
月
一
二
日

に
従
軍
許
可
を
得
て
、
九
月
一
五
日
に
平
震
に
行
く
の
は
困
難
。
間
九
月
一
一
一
日
に
東
京
か
ら
記
事
を
送
っ
て
い
る
。
間
ア
レ
ン
の
年
表
（
邦

訳
『
朝
鮮
近
代
外
交
史
年
表
』
）
に
一

O
月
に
ク
リ
ー
ル
マ
ン
が
ソ
ウ
ル
に
来
た
、
と
あ
る
。

（8
〉
拙
稿
「
旅
順
慮
殺
事
件
の
一
考
察
」
二
六

O
頁
｜
一
一
六
一
一
頁
。

三
月
五
日
ニ

L
l
ヨ

1
ク
発
↓
三
月
一
三
日
リ
バ
プ
ー
ル
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ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
論
調

本
章
で
は
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
日
清
戦
争
報
道
の
論
調
を
、
ク
リ
1
ル
マ
ン
の
記
事
を
中
心
に
検
討
し
、
さ
ら
に
ワ
ー
ル
ド
の
紙
面

構
成
の
特
徴
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
如
何
な
る
計
算
の
も
と
に
作
ら
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

新
生
日
本
へ
の
共
感
｜
｜
開
戦
か
ら
平
壌
の
戦
い
・
黄
海
海
戦
｜
｜

日
清
戦
争
が
始
ま
っ
た
時
、
合
衆
国
の
世
論
は
圧
倒
的
に
日
本
支
持
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
史
料
①
の
ハ
l
デ
ィ
ン
氏
の
論
文
は
多

く
の
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
を
引
用
し
て
こ
の
こ
と
を
証
明
し
、
か
つ
日
本
支
持
の
心
情
が
発
生
し
た
理
由
を

E
S
F
氏
の
論
文
の
結

論
に
依
拠
し
て
、
次
の
三
つ
の
考
え
か
た
に
求
め
て
い
る
。

第
一
に
、
日
本
の
勝
利
は
極
東
に
お
け
る
「
文
明
」
の
進
歩
を
意
味
し
、
中
国
の
勝
利
は
「
野
蛮
」
の
継
続
を
意
味
す
る
。
第
二

に
、
日
本
が
勝
利
す
れ
ば
朝
鮮
の
独
立
は
保
証
さ
れ
、
中
国
の
宗
主
権
要
求
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
な
か



に
あ
る

t
〉
ロ
拘
8
0伸一。ロ曲－
4
g宮仲－
q
h。『件
r冊
子
市
ロ
告
官
足
早
口
口
駅
L
O伺
ブ

で
あ
っ
た
。
即
，ち、

図
体
が
大
き
く
豊
か
な
中
国

に
、
ち
っ
ぽ
け
な
日
本
が
挑
戦
す
る
こ
と
へ
の
同
情
、

い
わ
ゆ
る
「
判
官
愚
負
」
で
あ
ろ
う
。

日
本
が
緒
戦
の
戦
闘
に
勝
利
す
る
と
親
日
本
報
道
は
一
層
、
力
を
増
し
た
。
合
衆
国
で
は
英
国
と
違
っ
て
、
宣
戦
布
告
前
に
お
け

る
英
国
船
籍
の
高
陸
号
撃
沈
事
件
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ワ
ー
ル
ド
新
聞
も
、
そ
し
て
特
派
通
信
員
の
ク
リ

ー
ル
マ
ン
の
報
遁
も
、
こ
れ
ら
の
合
衆
国
の
世
論
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

平
壌
の
戦
い
を
伝
え
た
記
事
は
（
前
述
の
よ
う
に
彼
が
戦
闘
を
実
見
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
彼
の
代
表
作
と
し
て
知
ら

（

2
｝
 

れ
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
は
、
最
初
に

E
Eロ
唱
曲
目
ぬ
が
の

o
q
E
m
Z
3
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
続
い
て
日
本
軍
に
対
し
て

2
V
5
5
白
E

F
E
E
Sへ
、
ま
た
中
国
軍
に
対
し
て
は
E

向。－

q
白
E

E円
Z
ュ
々
ミ
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
。

記
事
の
最
初
の
部
分
を
引
用
す
れ

ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ワールド新聞と日清戦争報道

吋

g
缶
百
白
開
。
岳
叩
白
『

B
F
8
0同
Z
『
宮
『
呂
田
白

E
n－s－g
z
g
s
a
。ロ丹

rgm円
S
E
E－
叶
同
国
向
。

rFロ
g高
山
岳
円
色
。
ロ
神
宮
町
丘

2
8白
u
i
a
a
a
r
g立
s
r－
r
r
g仏
a
m
F
n
r
g
E
5
9
S
2
5
a
目】ユ

8
5
a
g門
E
H
F
白
E
g
a
d『
E
S
F唱
え
宮
白
2

8
8
s：
『
g
岳
民
主

V
E
g－ロ一関
Z
H
Z
5
5ロ
］
告
白

p
g
m
m
g
a
g
B
丹
市
邑
叩
『
守
口

zasm
の
F
5
8
8宮
丘
〈
8
・白同丹市『
－

Z
4
5
m
a
r
a
任

2
2
5
5
5
2巾
神
宮
市
ロ

g

ユ
S
E
E－
B
Z
Z〈
：

3
E
s
g
m
O
R
8
a
ち
5
m
n
g
E
g

件。目】町田虫
u
ロ市町田・

こ
の
引
用
文
の
、
「
文
明
の
寧
隊
」
が
日
本
軍
を
、
「
野
蛮
の
軍
隊
」
が
中
国
軍
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
日
本
軍

の
行
為
は
西
欧
の
軍
隊
の
そ
れ
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
賛
辞
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
で
彼
は
日
本
が
朝
鮮
の
解
放
者
で
あ
る

こ
と
、
組
織
だ
っ
た
行
動
を
と
る
日
本
軍
に
対
し
て
、
中
国
側
は
兵
士
個
人
は
勇
敢
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
懸
賞
金
の
た
め
に
戦
い
、
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逃
走
の
際
は
軍
服
を
脱
ぐ
な
ど
の
非
組
織
的
・
野
蛮
な
行
為
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
自
分
は
中
国
軍
が
敗
北
し
た



こ
と
に
満
足
し
て
い
る
と
記
し
、
記
事
を
次
の
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。

〉
血
刷
叩

5
5
z
oロ
指
O

〉
旨

2
5
r
g
E
T宮
ロ

E

g
唱曲関市岡山、白ロ門ご

a
r
a
g勺
S
H
F

－帥
rgmz－

こ
の
よ
う
に
彼
の
記
事
に
は
、
先
に
紹
介
し
た

E
S
W
氏
の
第
一
と
第
二
の
テ
ー
ゼ
が
典
型
的
に
現
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
結
び
の

160 

言
葉
に
は
日
本
の
文
明
化
は
ベ
リ
l
以
来
の
合
衆
国
の
援
助
に
よ
る
と
の
自
負
と
優
秀
な
生
徒
へ
の
満
足
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

平
壌
か
ら
帰
っ
た
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
、
大
同
江
の
河
口
に
停
泊
す
る
橋
立
艦
上
で
、
伊
東
連
合
艦
隊
司
令
官
に
黄
海
海
戦
の
詳
細
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
記
事
に
し
た
。
中
国
側
も
勇
敢
に
戦
っ
た
が
、
日
本
艦
隊
は
素
早
い
艦
隊
行
動
と
速
射
砲
の
集
中
で
勝
利
し

た
、
こ
れ
が
要
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
記
事
を
著
書
に
収
め
る
際
、
こ
の
話
は
君
に
は
価
値
あ
る
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
伊
東
の
言

葉
を
、
自
分
に
は
も
っ
と
重
大
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
と
遮
っ
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
男
子
誕
生
を
知
ら
せ
る
オ
ハ
イ
オ
の
萎
か
ら
の
電

報
を
と
り
だ
す
と
、
伊
東
は
大
い
に
喜
び
シ
ャ
ン
ペ
ン
を
取
り
寄
せ
乾
杯
し
た
と
の
錆
話
を
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
れ
と
て
日
本
軍

人
の

d
ロ
S
S
R－
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
計
算
さ
れ
た
作
為
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

当
時
の
欧
米
の
日
清
戦
争
報
道
全
体
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
報
道
に
は
、

n
－4
F
E
E
E
p
s
i
－－住

s
a
o
g
あ
る
い
は

a
i
－－E
4
3
E
な
ど
の
語
句
が
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
「
文
明
」
、
「
文
明
国
」

は
、
即
ち
西
欧
文
明
を
意
味
し
、
東
洋
の
文
明
は
こ
の
段
階
で
は
「
野
蛮
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
最

後
ま
で
西
欧
文
明
に
対
抗
で
き
る
文
明
と
し
て
存
在
し
た
東
洋
文
明
も
、
よ
う
や
く
西
欧
の
足
元
に
屈
し
、
西
欧
列
強
は
「
文
明
」

を
掲
げ
て
侵
略
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
、
自
由
貿
易
、
領
事
裁
判
、
近
代
法
体
系
、
国
際
法
な
ど
が
「
文
明
」
の
具

体
的
指
標
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
の
極
東
の
戦
争
を
伝
え
る
欧
米
の
新
聞
報
道
も
、

か
か
る
「
文
明
」
と
「
野
蛮
」

の
枠
組
み
を
自
明
の
前
提
と
し
て
お
り
、
特
に
合
衆
国
で
は
こ
れ
が
純
粋
に
信
じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
情
況
の
下
で
、
日

本
政
府
は
自
ら
を
「
西
欧
化
」
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
平
等
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
を
基
本
的
政
治
路
線
と
し
て
い
た
が
故
花
、
日

1
i
t
l
 



清
戦
争
を
徹
底
的
に
「
文
明
戦
争
化
」
す
る
努
力
を
重
ね
て
い
た
。
戦
時
国
際
法
・
人
道
主
義
は
「
手
段
」
と
し
て
一
兵
卒
に
至
る

ま
で
厳
守
さ
せ
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
日
本
が
「
真
に
」
文
明
化
し
た
証
拠
と
し
て
認
識
し
た
の

（

4｝
 

で
あ
っ
た
。

実
際
の
戦
闘
を
体
験
せ
ず
、
戦
跡
と
死
体
を
眺
め
た
だ
け
で
書
い
た
記
事
で
は
、
既
成
の
日
本
の
「
文
明
化
」
と
い
う
観
念
に
捕

ら
わ
れ
て
い
た
が
、
幾
つ
か
の
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
認
識
は
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
第
一
一
は
、
先
に
触
れ
た
朝

鮮
国
王
と
の
会
見
記
事
で
あ
る
。
彼
は
国
王
の
侍
医
で
あ
り
、
在
ソ
ウ
ル
合
衆
国
公
使
館
の
書
記
で
も
あ
っ
た
ア
レ
ン
博
士
の
紹
介

ワールド新聞と日清戦争報道

で
朝
鮮
国
王
と
会
見
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
成
功
し
た
と
主
張
し
た
。
彼
は
ま
ず
日
中
の
間
に
挟
ま
れ
た
朝
鮮
の
歴
史
を
記
述
し
、

つ
づ
い
て
時
代
離
れ
し
た
珍
し
い
王
宮
の
叙
述
で
読
者
を
引
き
付
け
た
後
、
不
機
嫌
で
神
経
質
な
国
王
、
ぼ
ん
や
り
し
た
皇
太
子
、

ス
ク
ゾ
1
ン
の
奥
か
ら
輝
く
黒
い
目
で
彼
を
見
詰
め
て
い
た
関
妃
、

豪
放
な
大
院
君
と
い
う
、
朝
鮮
政
界
の
中
心
人
物
の
風
貌
・
言

動
を
ア
メ
リ
カ
人
の
目
で
描
き
だ
し
た
。
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
彼
は
解
放
者
日
本
が
実
際
は
中
国
に
と
っ
て
替
わ
る
新
た
な
朝
鮮

の
支
配
者
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
国
王
の
ロ
か
ら
「
私
を
守
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
兵
を
王
宮
に
派
遣
し
て
も
ら
え

ば
、
事
態
は
変
わ
る
の
だ
が
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

事
実
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
大
ス
ク
ー
プ
で
あ
り
、
前
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
陸
奥
外
相
、
井
上
馨
全
権
公
使
、

ハ
ウ
ス
を
巻
き

込
ん
だ
騒
動
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
こ
れ
が
ア
レ
ン
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
加
工
し
た
創
作
部
分
を
含
ん
だ
記
事
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
筆
者
ク
リ
l
ル
マ
ン
と
新
聞
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
「
戦
争
目
的
は
朝
鮮
の
独
立
の
保
証
と
内
政
改
革
」
と
の

日
本
の
主
張
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

Il 

文
明
の
皮
を
着
た
怪
獣
｜
｜
旅
順
虐
殺
事
件
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
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1曹璽~罪事雪惣型：唇雪

＼ 

第 1函で旅順虐殺事件の詳細を伝えるワールド新聞 （World,Dec. 20, 1894) 
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ク
リ
ー
ル
マ
ン
は
大
山
巌
指
揮
下
の
第
二
軍
と
と
も
に
遼
東
半
島
の
花
園
口
に
上
陸
し
、
金
州
と
旅
順
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
第
二

軍
こ
そ
、
日
本
軍
の
な
か
で
最
も
「
文
明
化
」
さ
れ
た
寧
隊
で
あ
っ
た
。
山
県
有
朋
の
第
一
軍
は
、
平
繁
か
ら
満
州
南
部
と
、
比
較

的
西
洋
人
の
自
の
届
か
な
い
内
陸
部
を
進
ん
だ
が
、
第
二
軍
は
列
強
艦
隊
が
遊
〈
・
監
視
し
て
い
る
海
岸
部
を
進
む
の
で
あ
る
か

ら
、
軍
の
「
文
明
化
」
に
は
過
剰
と
も
い
う
注
意
が
払
わ
れ
た
。
第
二
軍
法
律
顧
問
有
賀
長
雄
の
著
し
た
『
日
清
戦
役
国
際
法
論
』

は
そ
の
記
録
で
あ
る
し
、
兵
士
の
背
嚢
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
解
説
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

ク
リ
l
ル
マ
ン
は
ベ
テ
ラ
ン
従
軍
画
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
l
ス
と
と
も
に
、

裸
足
の
軍
夫
の
群
、
焼
か
れ
略
奪
さ
れ
た

村
、
飢
え
た
中
国
人
、
主
を
失
っ
た
犬
等
を
見
な
が
ら
、
荒
涼
と
し
た
初
冬
の
満
州
の
野
を
小
馬
に
乗
っ
て
進
ん
だ
。
一
一
月
六

目
、
彼
ら
は
金
州
滅
の
攻
略
を
目
掌
し
た
。
こ
の
戦
闘
は
小
規
模
か
つ
短
時
間
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
城
門
を
く
ぐ
っ
た
彼
ら
の
目

に
は
い
っ
た
も
の
は
、
通
り
に
生
々
し
く
広
が
っ
た
砲
撃
の
被
害
に
あ
っ
た
婦
女
子
や
老
人
の
血
痕
と
、
脅
え
て
叩
頭
し
て
征
服
者

（

8
）
 

を
迎
え
る
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
の
中
で
、
何
か
が
崩
れ
、
変
わ
っ
た
。
満
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
連
絡
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
電

（

9｝
 

一
時
は
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
捕
虜
説
、
死
亡
説
も
出
た
程
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

信
設
備
の
欠
如
に
よ
っ
て
途
切
れ
て
し
ま
い
、

ワールド新聞と日清戦争報道

の
金
州
攻
撃
の
記
事
は
旅
順
攻
略
の
第
一
報
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
が
、
そ
こ
に
は
戦
争
の
実
態
を
体

験
し
て
、
日
本
の
「
文
明
化
」
と
い
う
単
純
な
図
式
へ
の
懐
疑
が
見
え
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
は
い
よ
い
よ
旅
順
虐
殺
事
件
に
関
連
す
る
報
道
で
あ
る
。
－
ワ
ー
ル
ド
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
事
件
関
連
記
事
は
一
八
九
四
年
一
二

月
一
二
日
の
第
一
報
以
後
、
翌
年
の
二
月
は
じ
め
ま
で
、
移
L
い
数
に
達
す
る
。
そ
れ
は
、
①
ク
リ
l
ル
マ
ン
が
執
筆
し
た
記
事
、

②
東
京
の
ハ
ウ
ス
が
陸
奥
外
相
の
密
命
を
帯
び
、
表
向
き
は
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
依
頼
を
受
け
た
形
を
と
っ
て
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
記

事
、
③
ユ
ュ

l
ヨ
l
ク
の
ワ
ー
ル
ド
新
聞
が
独
自
に
取
材
．し
た
記
事
や
社
説
、
の
三
種
類
に
便
宜
上
分
け
て
考
察
す
れ
ば
良
い
よ
う

163 

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
①
を
中
心
に
じ
、
②
③
は
必
要
に
応
じ
℃
言
及
す
る
。



ク
リ
l
ル
マ
ン
執
筆
の
虐
殺
事
件
関
係
記
事
は
ご
一
月
に
五
本
ハ
一
二
日
の
第
一
報
は
一
七
日
に
再
録
さ
れ
た
〉
、

一
月
に
三
本
、
掲

164 

載
さ
れ
た

ハ
前
掲
表
4
怠
照
）
。
初
め
の
三
本
は
事
件
そ
の
も
の
を
報
道
し
た
記
事
、
後
の
五
本
は
事
件
を
生
み
出
し
た
日
本
人
と
日

本
社
会
の
特
徴
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
る
。
事
件
そ
の
も
の
の
性
格
と
そ
れ
を
詳
細
に
報
道
し
た
一
二
月
ニ

O
日
の
記
事
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
旅
順
虐
殺
事
件
の
一
考
察
」

Q
専
修
法
学
論
集
』
第
四
五
号
所
収
）
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

虐
殺
事
件
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
一
月
二
二
日
市
街
で
敗
残
兵
の
捜
索
と
虐
殺
が
続
い
て
い

る
時
、
そ
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
大
山
大
将
以
下
の
軍
司
令
部
が
軍
楽
障
の
演
奏
を
パ
ッ
ク
に
シ
ャ
ン
パ
ン
で
勝
利
の
乾
杯
を

ク
リ
l
ル
マ
ン
が
憤
慨
し
た
の
は
、

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
ア
ジ
ア
的
H
野
蛮
な
虐
殺
事
件
と
、
西
洋
を
模
倣
し
た
祝
賀
会
が
、
狭
い

市
街
で
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
日
本
の
「
文
明
化
」
の
皮
相
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

彼
は
二

O
日
の
記
事
に
お
い
て
結
論
部
分
の
直
前
に
、
二
人
の
日
本
兵
が
死
体
か
ら
心
臓
を
切
り
取
っ
た
猟
奇
的
事
件
を
記
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
記
事
の
結
論
は

λ
v己
主
ロ
m
H吉
田
g
ユ
O
ロ
ペ
．
と
い
う
小
見
出
し
を
付
け
た
部
分
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
別
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
欧
米
人
に
と
っ
て
は
一
九
世
紀
に
お
い
で
さ
え
、
「
食
人
」
は
「
野
蛮
」
の
コ

1
ド
で
あ
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
の
意
味
は
案
外
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
ク
リ
l
ル
マ
ン
お
よ
び
ワ
ー
ル
ド
新
閣
の
編
集
者
が
、
こ
の
記
事
に

お
い
て
、
日
本
を
決
定
的
に
「
野
蛮
」
の
側
に
位
置
付
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

－
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
一
一
月
二
九
日
に
広
島
（
字
ロ
悶
）
に
到
着
、
横
浜
に
向
か
い
、

」
こ
か
ら
続
け
さ
ま
に
日
本
批
判
の
記
事
を
書

き
、
発
送
し
た
。
即
ち
、
勝
ち
誇
っ
た
臼
本
は
最
早
外
国
の
忠
告
も
聞
か
ず
、
当
初
の
公
表
さ
れ
て
い
た
戦
争
目
的
（
朝
鮮
の
独
立
保

護
と
内
政
改
革
）
を
忘
れ
て
領
土
獲
得
に
乗
り
だ
し
た
。

謂
く
、

日
本
で
は
寧
人
が
政
治
を
支
配
し
、

排
外
主
義
団
体
が
は
び
こ
っ

て
い
る
。
旅
順
虐
殺
事
件
の
報
道
に
接
し
た
在
留
外
国
人
は
日
本
の
野
蛮
さ
に
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
在
留
外
国
人
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
日
米
新
条
約
の
批
准
を
中
止
し
、
治
外
法
権
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
謂
く
、
日
本
の
文
明
化
は
外
見
上
の
も
の
に
過



、，tud

ぎ
ず
、
そ
の
本
質
は
野
蛮
で
あ
引
、
。

そ
の
極
め
付
き
は
、

一
月
二
三
日
の

J
，
Z
Z
F包
o
出
S
E
w－内・

Z
2
2
2
P品
目

V
O
ユ
〉
同
岳
民
釦

Z
E
t
a－
吉
伸
雲
市
町
子
市
町

日

3
5・3
な
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
最
初
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。
天
皇
と
そ
の
閣
僚
達
は
旅
順
虐
殺
事
件
の
巻
き
起

こ
し
た
波
紋
を
消
し
、
合
衆
国
の
上
院
で
新
条
約
の
批
准
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
計
略
を
準
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
条
約
の
批

准
は
合
衆
国
の
人
民
と
そ
の
財
産
を
日
本
の
権
力
に
委
ね
て
し
ま
う
危
険
性
を
持
つ
、
と
。
続
い
て
、
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
、
日
本
外

務
省
の
役
人
は
事
件
の
真
相
を
隠
そ
う
と
試
み
、
合
衆
国
の
外
交
担
当
者
も
こ
れ
に
協
力
し
て
よ
院
に
事
実
を
伝
え
て
い
な
い
こ

と
、
天
皇
は
事
件
を
聞
い
て
寝
食
不
能
に
な
る
ほ
ど
心
配
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
新
聞
の
中
か
ら
事
件
に
対
す
る
批
判
が
全
く
起

こ
ら
な
い
、
こ
れ
は
ト
ル
コ
人
が
ア
ル
メ
エ
ア
人
虐
殺
を
満
足
げ
に
眺
め
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
天
皇
が
心
配
し
た
の
は
事
件
が
条
約
批
准
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
天
皇
を
憲
法
で
万
世
一
系
の
半
神
と
し

て
い
る
日
本
の
政
治
体
制
の
下
に
合
衆
国
人
民
を
委
ね
る
こ
と
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を
述
べ
、
中
国
人
が
阿
片
吸
引
で
捕
ま
り

拷
聞
を
う
け
た
事
件
を
実
例
に
あ
げ
て
日
本
で
は
拷
聞
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る
。
と
れ
ら
の
意
見
は
横
浜
在
留
外

ワールド新聞と日清戦争報道

人
の
条
約
改
正
反
対
論
に
影
響
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
外
国
新
聞
記
者
の
天
皇
批
判
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
か
。

ク
リ
l
ル
マ
ン
の
記
事
を
受
け
て
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
旅
順
虐
殺
事
件
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り
だ
し
た
。
事
件
の
第
一
報
の

掲
載
さ
れ
た
翌
日
二
一
月
一
三
日
の
社
説

J
白
宮
ロ
g巾
〉
雪

2
E
g－－は、

部
の
人
々
の
聞
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
多
数
の
国
民
は
無
知
蒙
昧
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
際
の
耳
塚
（
？
〉

日
本
の
文
明
化
が
表
面
的
で
あ
り
、
新
し
い
教
育
も
一

ま
で
例
に
出
し
て
強
調
し
、
日
米
新
条
約
批
准
に
反
対
し
た
。

一
二
月
二

O
日
の
詳
報
の
掲
載
以
降
、
特
に
ワ
ー
ル
ド
の
記
事
が
欧

州
の
各
紙
に
転
載
さ
れ
て
反
響
を
呼
ん
で
以
降
は
、
そ
の
日
本
批
判
は
激
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
見
出
し
の
幾
っ
か
を
紹
介
す
る
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だ
け
で
、
雰
囲
気
が
想
像
で
き
る
。
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 Horror-struck. 

T
h
e
 W
o
r
l
d’s
 story 
of 
the 
Port Arthur the 

big 
n
e
w
s
.
 

1895, 
1, 
8
 L
o
n
d
o
n
 Journals 

Follow T
h
e
 World. 
A
t
 last 
they 
print 
details 
of 
Port 
Arthur’s
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え
ば
、
取
り
上
げ
な
く
な
る
。
な
に
し
ろ
事
件
が
伝
え
ら
れ
る
直
前
に
は
、
新
条
約
に
好
意
的
な
報
道
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
。
こ
れ
が
、
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
戦
争
報
道
の
や
り
方
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
に
際
し
て
対
外
宣
伝
外
交
に
あ
た
っ

た
陸
奥
、
伊
東
巳
代
治
な
ど
は
、
旅
順
虐
殺
事
件
報
道
の
「
悪
影
響
」
を
減
殺
す
る
上
で
の
自
分
の
功
績
を
そ
の
著
書
や
書
簡
の
中

で
誇
り
、
後
の
伝
記
作
家
も
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
っ
た
が
、
以
上
の
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
れ
が
見
当
違
い
の
過
大

評

価

で

は

な

い

か

と

疑

い

た

く

な

る

。

知

ら

ず

か

、

知
っ
て
か
、

そ
れ
で
紙
面
を
飾

あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
・
ヅ

l
ス
を
吸
収
し
、

り
、
結
果
的
に
新
聞
の
部
数
を
の
ば
し
た
ワ
ー
ル
ド
の
編
集
者
と
経
営
者
が
、

な
お
、
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
記
事
の
日
本
の
政
府
に
与
え
た
影
響
は
前
稿
で
述
べ
た
が
、
民
間
で
の
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
影
響
に
つ
い

て
も
一
、
ニ
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ク
リ
ー
ル
マ
ン
の
行
動
は
以
前
か
ら
日
本
の
新
聞
紙
上
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

そ
の
記
事
に
つ
い
て
の
反
応
も
早
い
。
一
二
月
四
日
の
東
京
日
日
新
聞
に
は
旅
順
事
件
に
関
す
る
阿
部
特
派
員
と
ク
リ
l
ル
マ
ン
の

問
答
が
見
え
る
。
ま
た
雑
誌
『
日
本
人
』
に
は
、
長
津
説
「
ク
リ
l
ル
マ
ン
彼
れ
何
者
ぞ
」
と
い
う
ワ
ー
ル
ド
新
聞
一
二
月
二

O
日

一
枚
上
手
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ワールド新聞と日清戦争報道

掲
載
の
記
事
に
対
す
る
反
駁
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
長
津
の
文
章
は
、
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
経
歴
と
従
来
の
報
道
を
称
賛
を
込
め
て

つ
づ
い
て
記
事
の
大
要
を
記
し
て
、
そ
れ
が
誇
大
で
あ
り
、
か
つ
少
々
の
虐
殺
は
戦
争
の
常
で
あ
る
、
と
反
発
し
て
い

紹
介
し
、

る
。
民
聞
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、

ワ
ー
ル
ド
と
ク
リ

1
ル
マ
ン
は
気
に
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。

（
1
7）
切
ヨ
巴
の
宮
『
－
g

E
『or－－－〉ヨ
2
5
5
M
u
z
z－n
O司
S
Zロ
O
同
】
同
窓
口
正

HN－8
Z
M
J
U司
四
『
同
8
2
g
g
l
H
g
m
V
（C
ロ
宮
Z
H帥
r
a

ヨ
g
Z
2
5
3
P
C包
括

E
q
。『＝
Z
E
E－
呂
田
。
）
”
宅
・

ωNluu－
な
お
史
料
③
の
第
六
章
に
も
詳
し
い
叙
述
あ
り
。

（2
）
モ
ミ
R
O
R
－
M
A
－
呂
田
品
・
こ
の
記
事
は
史
料
④
第
二
章
」

z
g
0
5
5同
氏
豆
諸

JFロ
四
・
ー
と
な
っ
た
。

（
3
）司、旬、町民－

Z
2・
E
－
昌
宏
・
お
よ
び
史
料
④
の
五
一
ニ
l
五
回
頁
参
照
。
橋
立
鑑
の
キ
ャ
ビ
ン
で
伊
東
と
本
当
に
乾
杯
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は
海
軍
法
律
顧
問
高
橋
作
街
（
国
際
法
学
者
）
が
同
席
し
た
可
能
性
が
強
い
。
高
橋
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
か
、
興
味
の
あ
る
と
こ
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ろ
で
あ
る
。

〈
4
）
例
え
ば
、
法
概
念
と
し
て
「
文
明
」
が
、
国
際
法
に
お
い
て
如
何
に
問
題
に
さ
れ
て
き
た
か
追
跡
し
た
作
業
と
し
て
は
、
筒
井
若
水
「
現

代
国
際
法
に
お
け
る
文
明
の
地
位
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
六
巻
第
五
号
、
一
九
六
八
年
を
参
照
。
ま
た
、
拙
稿
「
近
代
『
食
人
』
考
！

日
清
戦
争
史
再
検
討
の
一
前
提
」
〈
上
は
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
一
一
一
一
一
号
、
下
は
未
刊
）
で
は
、
政
治
的
「
手
段
」
と
し
て
の
国

際
法
受
容
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

〈
5
）
出
O
B
8
2
9
Z
S
E
－2
0∞
8
・ι－Mω

’SU
N
－尽
－
H
C、
朝
鮮
名
は
安
蓮
。
合
阜
県
国
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア
ン
教
会
医
師
と
し
て
上
海
に
渡

航
。
一
八
八
四
年
朝
鮮
の
合
衆
国
公
使
館
医
師
と
な
る
。
甲
申
政
変
に
際
し
て
、
関
泳
淘
等
の
負
傷
者
を
治
療
し
て
名
声
を
得
、
朝
鮮
政
府
お

よ
び
日
英
公
使
館
の
嘱
託
医
師
と
な
る
。
こ
の
為
、
政
府
・
外
受
団
の
要
人
と
知
り
合
い
、
翌
年
朝
鮮
政
府
の
設
立
し
た
広
恵
院
医
師
と
な

り
、
西
洋
医
術
の
教
習
を
行
う
。
一
八
九
一
年
、
教
会
を
退
き
、
合
衆
国
公
使
館
書
記
官
、
総
領
事
、
代
理
公
使
を
歴
任
し
、
一
九

O
五
年
ま

で
在
職
し
た
。
か
れ
に
は
次
の
よ
う
な
著
書
が
あ
る
。

同町也、告白話吋品目向師、
H

∞∞申
・

守

門リ棒、喜色町
qhEhbHRHa
司
、
同
吋
竜
丸
拘
置
均
え
さ
S
柄
。
＼
』
門
司
司
令
、
。
遠
距
h
1
5
3
h
ミ
g
s
h帆
S
h
w
a
h。
N
ロ
hp
。
宮

hRミ、

5
8・
（桜

井
義
之
訳
『
朝
鮮
近
代
外
交
年
表
』
淡
路
社
、
一
九
六
一
年
）

同町司『周回～同吋
R
H
a足
、
S
F円い司、

S
2．

コH
S
h柄
拘
司
、
S
F
H
u
g－

叫
〈
田
町

h
E尋問苫
S
h
H

也、』門司、宮、
H

由同。・

こ
の
部
分
は
上
記
年
表
の
「
ア
レ
ン
小
伝
」
に
よ
る
。
ア
レ
ン
の
伝
記
〈
未
刊
行
P
H
D
論
文
）
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

】
店
主
出
血

2
4
出
曲
包
括
S
F

。a－
hhss遺
言
言
、

H
E
h
b苦
ミ
タ
－

N
V－同州匂『白内向ミ－
h
ロ
書
偽
語
、
』
門
司
、
同

S
－h
言
号
室
勾
同
E
H．同誌師、

H句史
1HUqhm－室
主
号
ロ

C
E
S
E
q－
HEι
・

（
6
）
司
ミ
ミ
－

pn－
P
5
2・
史
料
④
第
三
章

s
z
g
i
2
3手
陣

Z
E
D伺
O

向。2
8・3
朝
鮮
の
歴
史
に
関
す
る
部
分
は
前
記
の
ア
レ

ン
の
著
書
の
記
述
と
よ
く
似
て
い
る
。
ク
リ
l
ル
マ
ン
と
ア
レ
ン
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
所
で
あ
る
。

（
7
〉
有
賀
の
著
書
は
、
政
府
や
陸
寧
の
機
密
資
料
〈
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
を
使
い
、
在
仏
日
本
公
使
館
の
全

面
的
援
助
の
下
に
、
戦
争
終
了
後
の
早
い
時
期
に
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
語
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
日
清
戦
争
が
「
文
明
」
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的
に
遂
行
さ
れ
た
事
を
欧
米
各
国
に
宣
伝
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
拙
稿
「
旅
順
虐
殺
事
件
の
一
考
察
」
二
八
八
｜
二
八
九
頁
怠
照
。

（
8
〉
モ
旬
、
R
U
2・

2
2少
呂
志
・
史
料
④
第
四
意
志
〉
回
忌
三
件

F
V司富市
g
E
S
ι
3
2
5
2
Z
E・3

ハ
9
）
司
司
、
R
Z
O〈－
H
N
N品
w

昌
宏
・

（
凶
）
司
司
、
定
、

F
n－
M

。
・
呂
志
・
こ
の
記
事
は
史
料
④
第
五
章

S
E
R－
品
自
色
包
曲

g
n
s
o同
司

O円
陣
〉
ス
ロ
同
ョ
に
収
録
さ
れ
た
が
、
何
故
か
心

臓
一玄
々
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
前
掲
「
近
代
『
食
人
』
考
」
参
照
。

ハ
ロ
）
唱
で
司
『
h
h
F
p
n・
M
M
－Mω
・
呂
志
－

V
ロ－

p
g
s・

〈
日
〉
そ
の
見
出
し
は

4
弓
自
の

s
r器
帥
・
田
市
同
開

O
S
E
E
g
H
E
r
g
s
o
B
n
E
苦
言
語
ロ
ご

O岬
Z
d〈
2
Eー
で
あ
っ
た
。
こ
の
記

世
帯
が
掲
議
さ
れ
た
事
情
は
前
掲
拙
稿
で
紹
介
し
た
。

．

ハ
M
）
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
二
一
月
九
日
の
怠
甲
山
内
耳
吋
同

gミ
ヨ
吾
』
告
白
ロ
・
3

と
い
う
記
事
で
は
新
条
約
を
好
意
的
に
紹
介
し
た
が
、
一
二
月
一

一一一日の
E

〉
ヨ
拘
江
S
F
〉
怒

za・3
と
い
う
記
事
で
は
一
転
し
て
条
約
締
結
反
対
に
ま
わ
っ
た
。

（
日
）
阿
部
四
山
「
旅
順
ロ
略
取
後
談
」
『
東
京
日
日
』
一
八
九
四
年
一
一
一
月
四
目
。
「
米
国
ワ
ー
ル
ド
記
者
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
余
に
語
り
て
日
く

今
回
目
兵
の
清
兵
に
対
す
る
は
従
前
の
如
く
寛
大
な
ら
ざ
る
を
覚
ゆ
と
予
は
之
に
答
へ
て
臼
く
是
れ
当
然
の
み
君
は
土
誠
子
に
於
け
る
清
兵
の

挙
動
を
目
撃
せ
ざ
り
し
か
（
中
略
〉
君
亦
清
仏
戦
争
の
戦
史
を
読
み
た
る
乎
と
ク
氏
黙
し
て
止
む
」
。
阿
部
は
こ
の
問
答
が
後
に
大
事
件
に
な
る

こ
と
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
津
の
論
文
は
『
日
本
人
』
〈
第
二
次
）
一
八
号
、
一
八
九
年
二
月
三
日
所
収
。
ま
た
史
料
④

の
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
著
書
は
刊
行
の
翌
年
、
日
本
で
英
語
の
注
釈
付
き
教
科
書
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
旅
順
虐
殺
事
件
の
部

分
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
〈
国
会
図
書
館
所
蔵
1
．

sscミ宏
、
宮
崎

S
H
F向

G
S号
・
（
空
中
船
〉
藤
井
金
六
編
注
、
英
学
新
報
社
、
一
九

O
二
年
。

弘
司
晶
、

nqミ
2
3＝ash－
ハ
従
軍
記
者
〉
藤
井
編
注
、
英
学
新
報
社
、
一
九

O
二
年
。

四
む
す
び
に
か
え
て
｜
｜
共
感
か
ら
警
戒
へ
、
日
本
観
の
変
化
｜
｜
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本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、

ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
日
清
戦
争
報
道
の
論
調
の
分
析
は
、
開
戦
報
道
か
ら
旅
順
虐
殺
事
件
批
判
キ
ャ
ン

170 

ベ

l
ン
に
至
る
時
期
、
即
ち
戦
争
の
前
半
部
分
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
ず
、
講
和
交
渉
、
三
国
干
渉
、
台
湾
の
戦
争
、
関
妃
事
件
等
の

重
要
事
件
が
発
生
す
る
戦
争
の
後
半
部
分
の
そ
れ
の
分
析
は
後
日
の
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
前
半
部
分
の
不
十
分
な
分
析
に
よ
っ
て
さ
え
も
、
同
紙
の
日
清
戦
争
報
道
は
日
本
関
連
報
道
と
し
て
は
空
前
の
規

模
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
論
調
に
は
様
々
な
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
開
戦
当
初
と
半
年
後
の
一

八
九
五
年
の
初
頭
で
は
か
な
り
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
同
紙
の
日
清
戦
争
報
道
、
即
ち
珍
し
い
驚
異

に
満
ち
た
東
洋
の
戦
争
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
読
者
に
伝
え
る
際
の
基
準
は
、
同
紙
の
平
生
の
報
道
の
基
準
と
同
様
に
、
「
正
義
」
と

「
文
明
」
と
い
う
か
な
り
単
純
で
、
か
つ
当
時
の
人
々
の
誰
も
が
反
対
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
ハ
l
デ
ン
論
文
の
テ
1

ゼ
に
そ
っ
て
考
え
れ
ば
、
「
朝
鮮
の
解
放
」
と
い
う
日
本
の
公
式
の
戦
争
目
的
は
「
正
義
」
で
あ
り
、

西
欧
文
明
の
模
倣
・
戦
争
の

「
文
明
化
」
と
い
う
明
治
維
新
以
来
の
日
本
の
努
力
は
、
日
本
が
東
洋
に
お
け
る
西
欧
文
明
の
代
表
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
さ
え
作

弱
小
国
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
合
衆
国
に
お
い
て
開
戦
当
初
は
親
日
本
報
道
が
盛
ん
で
、

り
出
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
は
中
国
に
対
し
て

E
C
E
m
E
O肉
3

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
合
衆
国
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
対
応
で
き
る

ワ
ー
ル
ド
と
そ
の
特
派
通
信
員
の
ク
リ
1

ル
マ
ン
が
合
衆
国
の
一
般
的
風
潮
に
同
調
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
争
の
現
実
に
触
れ
た
ク
リ
l
ル
マ
ン
は
、
日
清
戦
争
H

「
正
義
」
と
「
文
明
」
の
戦
争
と
い
う
日
本
側
の
主
張

（
そ
し
て
合
衆
国
に
お
け
る
戦
争
認
識
）
が
虚
偽
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
か
か
る
観
点
に
立
っ
て
朝
鮮
国
王
と
の
会
見

記
、
旅
順
虐
殺
事
件
の
記
事
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
編
集
者
は
日
本
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
こ

れ
が
結
果
的
に
は
同
紙
の
部
数
増
大
の
一
助
と
な
り
、
さ
ら
に
三
年
後
の
米
西
戦
争
時
の
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
戦
争
報

道
の
基
本
パ
タ
ー
ン
を
用
意
し
た
の
で
あ
っ
士
。
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
日
清
戦
争
の
勝
利
者
の
一
人
で
あ
る
、
と
い
う
言
い
方
も
間
違



い
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
で
は
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、
日
本
は
弱
者
か

ら
強
者
に
転
化
し
た
。
第
二
に
、
こ
の
新
興
国
の
本
当
の
狙
い
は
隣
国
朝
鮮
と
老
大
国
中
国
の
領
土
の
侵
略
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と

な
っ
た
。
第
三
に
、
こ
の
国
は
明
治
維
新
以
来
西
欧
諸
国
に
倣
っ
た
「
文
明
化
」
を
図
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
外
見

だ
け
で
そ
の
実
は
「
野
蛮
」

H
非
西
欧
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
を
総
合
し
た
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
西
欧
文
明
の
枠
で
は
理
解
で
き
な

い
極
東
に
お
け
る
新
し
い
好
戦
的
パ
ワ

l
u
怪
獣
の
誕
生
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦
争
の
後
半
で
発
生
し
た
諸
事
件
、
講
和

使
節
李
鴻
章
狙
事
件
、
関
妃
事
件
な
ど
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
強
め
る
方
に
は
た
ら
い
た
。
日
本
政
府
は
戦
争
に
勝
利
し
、
外

務
省
の
対
外
広
報
外
交
も
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
の
結
果
生
ま
れ
た
新
し
い
日
本
イ
メ
ー
ジ
は
、

皮
肉
に
も
黄
禍
論
に
も
通
じ
か
ね
な
い
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。
松
村
氏
は
前
掲
の
二
冊
の
著
書
で
日
露
戦
争
時
の
戦
時
広
報
外
交

を
克
明
に
論
証
さ
れ
た
が
、
そ
の
必
要
性
が
生
じ
た
契
機
の
一
つ
は
日
清
戦
争
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

以
上
の
問
題
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
が
、
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
の
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
記
事
の
価
値
は
ど
の

ワールド新聞と日清戦争報道

よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、

に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
記
事
が
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
と
の
批
判
は
多

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
の
橋
口
領
事
は
外
務
大
臣
宛
の
報
告
に
お
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
新
聞
は
ご
定
ノ
節
操
ナ
キ
故
」

中
国
側
に
買
収
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
ク
リ
l
ル
マ
ン
の
記
事
を
「
舞
文
曲
筆
」
と
評
す
る
む
き
も
あ
り
、
現
代
の
歴
史

ぃ
。
例
え
ば
、

研
究
者
で
も
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
か
ら
信
用
で
き
な
い
と
考
え
る
人
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ

l
ナ
リ

ズ
ム
だ
か
ら
と
の
理
由
で
、
そ
の
記
事
の
価
値
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
全
部
信
用
す
る
の
と
同
じ
誤
り
を
犯
す
こ
と

に
な
る
。
要
は
、
こ
れ
ら
の
や
や
誇
張
さ
れ
た
報
道
の
、
ど
こ
が
真
実
で
ど
こ
が
偽
り
か
を
、
慎
重
に
吟
味
し
て
使
う
べ
き
で
あ

る
、
と
の
平
凡
な
結
論
に
帰
着
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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ハ
1
V

ワ
ー
ル
ド
の
報
道
の
特
徴
は
第
二
章
の
註
ハ
1
）
で
引
用
し
た
。
8
同
開
四
’

P
R明
白
自
の
著
書
お
よ
び
史
料
⑤
。
戸
田
の
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
l

の
項
目
を
参
照
。

（

2
〉
日
清
戦
争
後
に
対
日
警
戒
論
が
合
衆
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
現
れ
た
こ
と
は
史
料
①
の
ハ

1
デ
ン
論
文
を
参
照
。

（

3
）
外
務
省
記
録
『
日
清
戦
争
中
旅
順
口
戦
闘
関
係
雑
件
』
ハ
明
治
大
正
五
、
二
、
ニ
、
七
）
所
収
、
一
八
九
四
年
一
二
月
一
五
日
付
陸
奥
宗

光
外
相
宛
橋
口
領
事
書
簡
「
機
密
信
第
六
号
」
。
第
二
寧
に
従
軍
し
た
ォ
．
フ
ラ
イ
エ
ン
陸
軍
中
尉
が
、
ク
ロ
ー
ル
マ
ン
の
記
事
は
誇
強
さ
れ
て
い

る
が
真
実
だ
、
と
い
っ
て
い
る
。
ミ
ミ
出
三
巴
き
崎
、

E
q
∞
・
呂
田

ハ
4
〉
前
掲
『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
』
多
照
。
考
え
て
み
れ
ば
、
金
子
に
し
て
も
橋
口
に
し
て
も
、
ク
リ
ー
ル
マ
シ
の
記
事
の
影
響
力
を
重

視
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
反
援
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ク
リ
ー
ル
マ
シ
に
否
定
的
な
発
言
は
か
え
・っ
て
そ
の
影
響
力
を
逆
説
的
に
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
。
橋
口
は
こ
れ
よ
り
以
前
の
報
告
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
新
聞
の
影
響
力
を
強
調
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
に
そ
れ
を
否

定
し
は
じ
め
る
。
一
一
種
の
保
身
で
あ
ろ
う
。
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